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生徒 私の解釈 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点

1

時が経つにつれて桜の花の美しさが色褪せていく様子に自身を重ね、
自らの老いと人生の儚さを感じている和歌である。また、「ながめ」
は眺めと長雨の掛詞になっており、物思いにふけっているうちに花も
自分の美貌も失われていくという無常観や悲しさを表していると解釈
した。

Just as the colors of cherry blossoms 
mischievously fade 
during long periods of rain,
my beauty also fades 
in the blink of an eye.

長雨が続くと桜の色がいたずらっぽく褪せてしまうように、私の美し
さも一瞬にして褪せてしまった。

Just as...を使ってちょうど…のようにという比喩の表現を使い、
fadeにmischievouslyを加えることで、桜や自然に意思があるように
見せ擬人化を用いた。また、この和歌は桜と自分の美しさが色褪せて
しまったのは体感一瞬のことのように感じていると思ったので、時間
の短さや儚さを表現した。

英訳するときは説明しすぎそうになってしまったり、逆に表現が足り
なくなってしまったりして大変でした。たとえば「桜の色が雨であせ
ていく」という日本語特有の情景を、直訳してしまうと説明しすぎて
しまったり、詩の雰囲気が壊れてしまったりしました。また、
「mischievously」という副詞は、意図が正しく伝わらないことがあ
るため表現が難しかったです。日本語では簡単に伝えられる感情で
も、英語では深みがなくなってしまいリズムを意識することもかなり
難しかったです。
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訳：私が俗世でいろいろなことを考えている間に花の色はあんなにも
美しかったのに虚しく移り変わっていくなぁ、私も同じように衰えて
いる 俗世に生まれてからしばらくの時間が経ち美しいと言われる年
齢を過ぎてしまった。花も同様に咲いてから地に落ちるまでの時間が
相当短い（言い換えると、すぐ枯れていってしまう）花のように小野
小町の女性としての旬（男性から好意を向けられること）が過ぎてし
まったのでとても物悲しい句だと思った。

Flowers quickly fallen, become dirty.
Women are also similar to flowers.
Women`s love opportunity is immediately decrease,
while they are living nothinking.

花はすぐに散り、汚れる。 女性も花に似ている。 女性の恋のチャン
スはすぐに減ってしまう、 何も考えずに生きている間に。

元の句は花の旬がすぐに過ぎていくように女性の旬と言われるような
モテ期などが減っていくにつれて過去を羨むような句だと解釈したか
ら。 また事前情報として小野小町は美人であったことや晩年になる
と誰からも相手にされずに放浪したりと若い時と召されている時で人
からの接せられ方に雲泥の差があったと思ったから。 「わが身世に
ふる ながめせしまに」はぼーっと生きているうちにというように解
釈をした。

「わが身世にふる ながめせしまに」が特に難しく、どんな言い換え
をしたら小野小町の生涯に沿った文づくりができるかを迷った。ま
ず、日本語訳をしてからその訳をうまく言い換えられるように日本語
から考えていった。
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いろいろなことを思い悩んでいるうちに、桜の色があせてしまうよう
にあっという間に私の美貌も色褪せてしまったなあ。 桜→儚い、す
ぐに散ってしまう

The cherry blossoms had faded like me in vain while the long 
rain fell on me.

桜の花は私のように虚しく衰えてしまった。私に長い雨が降り注いで
いる間に。

「早く」など、和歌から読み取れる日本語の説明部分を何でも英語に
して織り交ぜないこと。 桜が散る素早さと儚さの表現。

「長雨」が「降る」と、「時」が「経つ」の掛詞を意識しながら、翻
訳に落とし込むのが難しかった。
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こういった背景を知ると、絶世の美女と謳われた小野小町が、いつの
間にか衰えていく自身を嘆いている、という描写がより分かりやすく
感じられる。そして長らく美の象徴とされてきた桜に自分をたとえて
いるところから、小野小町の美しさが自他共に認められている揺るぎ
ないものだということが強調されて感じられる。

The cherry blossoms faded away
as the long rain fell and fell.
My beauty too, 
faded away
while I was lost in thought.

長い雨が降り続くうちに 桜の花は色あせていった。 私の美しさもま
た 思い悩むうちに消えていった。

1. faded away：動詞句「色あせる」「消える」を使い、桜の花が消
えていく様子、自分自身も色あせていく様子を表現した。2. as the 
long rain fell and fell: fell and fell：「fall（降る）」の過去
形。繰り返すことで「降り続ける」様子を強調した。 3.lost in 
thought：名詞「考えごとにふける」を使い、物思いにふける状態を
表現した。ポイントはfaded awayを2回使うことと全体のリズム感で
す。

"lost in thought" 「lost in thought」は直訳すると「考えに迷っ
ている」「思いにふけっている」といった意味で、主語が思考や感情
になっているため、読み取りずらいところ。また美しさが失われてい
く儚さを表現するためにはあまり主語の主張が激しいと和歌っぽくな
らなかったりしたところ。
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小町はいい意味でナルシスト。自分の美しさメインの英訳がいいと
思った。少将の話は小野小町の孤高なイメージを象徴するものであ
り、小野小町は気高い感じである。小野小町のいい意味でナルシスト
か所を表現するため、1番初めに「息を飲むほど美しい私の容姿」と
いう表現をいれ、さらにその後を自分の美しさを軸に展開していっ
た。 小野小町に関して、私たちには分からないことだらけであり、
存在が儚いものである。そのため「小町の存在が儚く、その美しさを
もう見ることは出来ない、過去の美しい面影だけがかすかに残ってい
る」という表現をいれた。 その容姿は虚しく衰えてしまった、とあ
るが1番虚しいと感じているのは小町だと思ったため、ここを独立さ
せた(小町の感情として表したかった)

My breathtakingly beautiful appearance.
This appearance has also faded.
So very vain.
It's just like a flower fading away.
Each day steals a little more color from the petals, until 
only a pale echo of its bloom remains.

息を飲むほど美しい私の容姿。 その姿も色あせてしまった。 とても
虚しいことに。 その様子はまるで花が衰えていくのと同じだね。 
日々が少しずつ花びらの色を奪っていき、やがて咲き誇っていた面影
だけがかすかに残る。

小野小町の美しさ、いい意味でナルシストな部分を表現するためにmy
～と、息を飲むほど美しいという表現にした 息を呑むほど美しいと
いう表現を見つけピッタリだと思った。 ただ一瞬にして花が散って
しまうのではなく、時間をかけて、ゆっくりと、という時の流れを表
現したかったので「日々が少しずつ花びらの色を奪っていき、」とい
う表現にたどり着いた。 また、やがて咲き誇っていた面影だけがか
すかに残る、という表現は美しかった小野小町の姿と重なり、今はそ
の様子をもう見ることが出来ないという儚さを演出するために入れま
した。 また「とても虚しいことに」という英語表現のSo very vain
にはうぬぼれるにもほどがあるという意味もあり、自分の容姿が衰え
ることに虚しいと思いつつも、その儚さに自惚れていたのではない
か、という小町の気持ちをかけあわせて表現してみた。

花の色がどんどん色あせていく、という繊細な表現を英語で表すのが
難しかった。 散るfallingにすると、桜が数週間で散ってしまうよう
にすごく一瞬の出来事に感じてしまう。小町の容姿が衰えていくとい
うのも長年かけてのことだと思うのでそのぐらいゆっくり、はかなく
花が衰える様子を英語で表す方法を考えるのに時間がかかった。
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恋など色々思い悩んでいるうちに桜の花の色のように私の美しさも色
あせてしまいまし　た。時間は自分が思っていたより早く過ぎていく
のですね。そうと知っていたならこんなに思い悩むことはなかったで
しょう。

I was too worried to choose.
Like a cherry tree in the rain,
my beauty faded away 
without gaining anything.

悩みすぎて選べなかった。 雨に濡れた桜のように、 私の美しさは色
あせていった。 何も得ることなく。

時間がなくなってしまったことを惜しんでいることから、したいこと
が今となってはできないのだと考えた。また、”思い悩んでいるうち
に”とあり、悩むという行為をするためには眼の前に複数の選択肢が
ないと成立しないと考えた。

英語は最初に結論（言いたいこと）を先に述べてから補足をするよう
に後の文を綴る。そのため最初に小野小町がこの歌に込めた思いを一
言で表そうとしたところ、はっきりさせないのが日本語の面白さなの
ではないかと訳し終わった今も難しく思っている。
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桜の花の美しさが直ぐに色褪せることを嘆きながら、自分の人生も同
じように儚いということを詠んでいる。「いらづらに」は「無駄に」
という意味を持つため、小野小町が、花の色が移り変わることは無駄
であると考えたと感じた。「わが身世にふるながめせしまに」は、
「私がこの世に生きて、長い間物思いにふけっているうちに」という
意味で、時の経過と共に自分の美しさ及び若さも失われていくことを
暗示している。小野小町が人生に対し、感じた儚さや、時の流れの早
さについて詠まれた和歌だと解釈した。

The colors of blossoms fade away in vain because of the rain. 
My beauty disappeared while I lost in thought. 
This is life, is this?

雨によって花の色が虚しく褪せていく / 私の美しさも物思いにふけ
ているうちに消えてしまった / これこそが人生なのだろう

「The colors of blossoms fade away in vain because of the 
rain.」で花の色がむなしく色褪せてしまうという日本語を表し、
「My beauty disappered while I lost in thought.」で物思いにふ
けるうちに私の美しさもなくなってしまったという日本語を表し、
「This is life, is this?」でこれが人生なのかという日本語を表し
た。英語にはblossomと同じく花を意味するflowerという単語がある
が、blossomが指す「花」は木に咲くものである。私はこの和歌を読
んで「花」は桜であると考えたため、blossomが適した訳であると考
えた。又、英文にて、flowerは名詞として単なる花を意味することに
対し、blossomは名詞及び動詞として使え、動詞として使う際には
「才能・関係が開花する」という意味で使える比喩的用法が備わって
おり、読み手に解釈が委ねられる和歌の特徴を活かせると考え、
blossomを使った。又、「Is this life?」で表現できるところを
「This is life, is this?」とし、既に「人生はこのように儚いもの
である」ということが分かっているという意味を込めた。

既に示されている英訳があるため、訳す時にそちらに引っ張られてし
まい、私独自の英訳を作る点が難しかった。しかし、言い換えや小野
小町がこの和歌に込めた意味を深く推察し、私独自の英訳の作成に繋
げた。
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・百人一首に取り上げられた「花の色は　移りにけりな　いたづらに　我が
身世にふる　な　がめせしまに」という歌は、古今集の春の歌を集めたとこ
ろに掲載されているので、「花　の色」の花は桜であると考えた。 ・ただ単
に桜のことを詠んでいるのではなく、花とは女性、小野小町自身を指し、 　
花の色=小野小町のように女性としての容姿、顔の美しさという意味を含んで
いると考え　た。 ・「世にふる」のふるは（雨が）降る、（時間が）経る、
さらに「ながめ」は長雨と眺め、　のように、掛言葉が多く使われていて、
一つの歌でもいくつかの意味が感じられる。 ・桜の色が色褪せてしまったと
いう情景を詠みながら、自らの容姿の衰えに気づき、嘆い　　ているような
意味にも解釈できた。 （補足） ・桜の美しさ ◯桜の性質によるもの ①葉
が出るより先に花が咲き誇ること 　花が葉に隠れないためより美しく見え
る。 ②花が一斉に咲くこと 　一株に咲く花はもちろん、同じ場所やその土
地で花が咲くタイミングが同じ。 　それぞれの花がバラバラに咲くよりも美
しさが際立つ。 ◯桜が、私達が「見返り」を持つことのない花であること 　
梅や桃と違って、桜は開花後に実がならない→果実が期待されない。 　　　　
　　　　　花の寿命が短い→長く咲くことが期待されない。 　＝桜は美しさ
のみ期待されるのではないか ・小野小町はこの和歌を自分と重ねて詠んでい
たと考えられるので、これらのことから、小野小町はどの歌人よりも才能が
際立ちどの作品も同じように高い評価を得ていたが、才能や能力以上に美し
さが評価されていた人物であったと予想できる。 小野小町が、この和歌を作
るにあたって桜の花の性質を知っていて詠んだかはさておき、 小野小町の
「美しさが評価されている点」や「和歌を読む才能がある点」「若々しく美
しいときはあるものの、老いて美しさが失われる点」と桜の「美しさが期待
される点」や「迫力のある開花」「美しく咲き誇ってもすぐに散ってしまう
点」など、２つに共通している部分がたくさんあるなと感じた。小野小町の
生涯おいて、美しく活躍していたときをきれいに咲き誇る桜を見ながら振り
返ると老いて若さが失われていく自分をよりはっきりと自覚するだろうし、
美しさが評価されていた小野小町にとって心苦しかっただろうなと思う。そ
のような気持ちが和歌に込められていると解釈した。 加えて、能などでは老
いて死んで荒れ野でドクロとなった小野小町が、現世に未練を残した幽霊と
して登場しており「若かった頃にやり残したことへの悔い」を表現している
とも言える。このことからも小野小町の、若かった頃や美しかった頃への憧
れというものも感じ取れた。

The once beautiful cherry blossoms have faded, probably 
because of the endless rain. 
Will my beauty and talent also fade away so easily, just like 
those cherry blossoms? 
Even now I think like that…

美しかったはずの桜が色あせているのはきっととめどない雨のせいで
しょう。私の美しさも才能も、あの桜のように呆気なく色褪せていく
のでしょうか？そんなふうに考えている今も。

・原文では「花」としか書かれていないけど、花を「桜」と明確にす
ることによって儚さを伝えた。 ・「ながめ」には「長雨」と「物思
いに…」の二重の意味がある。「とめどない雨」で感情を表現し、原
歌の比喩を活かすように工夫した。 ・小野小町が美しさを詠んだの
に対して、そこに「才能」という要素も加えた。 ・ただ過去を嘆く
だけでなく、「今まさにその感情である」と思わせる表現を多く取り
入れることによって、小野小町の過去への未練や憧れというのを表現
した。 ・自分(小野小町）と桜を対比する「あの桜のように呆気なく
色褪せていくのでしょうか？」という表現にで語尾に疑問詞を置くこ
とによって、老いていくという事実を信じたくないという小野小町の
思いを感じ取れる表現にした。

小野小町の感情の表現において、日本語だと綺麗にまとまっていて趣
がある表現ができるけど英語で文を作るとなると表現方法が限られて
しまうので、自分が工夫した彼女の感情表現の現代語訳とそれを英文
にして表現したものに微妙な差ができる点が悔しかった。
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「花の色」は古文では、桜のことを多く指すので桜と翻訳しました。
「うつりにけりな」はうつるは桜にかかっているので「色あせて衰え
る」、「いたづらに」は「むだに」、「「わが身世にふる」は「ふ
る」は「降る」と「経る」の掛詞となっている。「ながめせしま
に」、「ながめ」は「「眺め」と「長雨」との掛詞

My appearance and life became empty,
like cherry blossoms wither,
while it was raining
for a long time
and we were looking blankly them.

私の容姿と生涯は桜の花が枯れるように虚しいものになってしまっ
た。長雨が降り、物思いに悩んでいる間に。

最後のwe were looking blankly them.は、小町だけでなくその周り
で小町に恋をしていた人たちも、物思いしているうちに虚しいものに
なっていったので主語をIではなくweを使用しました。文章をピリオ
ドでくぎってしまうと、再び主語が出てきてしまい少し繰り返しが多
くなってしまい嫌なので、接続詞を多く活用して文章を繋げました。

英語は繰り返しを嫌うことを聞いたのでなるべくIなどを多く使用し
ないように接続詞を多く使い文章を繋げましたが、それを意識しすぎ
てしまいandの数を減らすことができなかったのが難しい点でした。
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桜は最初はきれいだがピークは短く、すぐに花びらが散りはかないた
めため、自分の容姿もすぐにはかなくなってしまう。

You and I are very similar 
we can bloom beautifully 
but while the long spring rains fall,we too grow old
I feel it every time I look at you
hey! the cherry blossom

あなたとわたしは似ている。わたしたちはきれいに咲くことができ
る。しかしわたしたちは春の長い雨により衰える。わたしはあなたを
見るといつも感じる。調子はどう桜の木。

桜の木と私を似ていると表現したのがポイント。最後の最後であなた
とは桜の木なのかとわかるようにしている。また、日本語は英語と違
い結論が文の後ろに来るので、あなたは桜の木であることをあとに
持ってきた。

ただの英文になってしまうことが難しかった。もっと単語の発音など
で韻を踏みたかったが難しかった。
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この和歌は花をボケーっと見た小町が自分自身と花の衰えを重ねて嘆
いているもの。小野小町は世間では絶世の美女として有名だったた
め、儚く美しい和歌として有名になった。

It's raining today, and I feel older. When I saw the cherry 
blossoms disappear.

今日は雨が降り続いていて、私が年を取ったと感じます。桜が散って
いく姿を見て、私自身も年を取って消えいく姿が思い浮かばれます。

rainをrainingにすることにより、今もずっと継続して降ってきてい
るようにしたくて変えました。そして、andで同じ系列として私自身
の年を取った感覚を書いた。はっと思いついた感覚を描きたかったの
である。また、それはなぜなのかこのあとの文に読者を引き付ける役
割も果たしてくれています。最後には理由文の桜が散っていくのを眺
めるときと書いて伏線を回収しました。

小野小町が感じているであろう儚さや年を取ってしまった悲しみが含
まれるように表すのが難しかったです。また、はっきりと表しすぎて
も良くないので英語の表現は難しかったです
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長雨が降っているかのように思い悩んでいると、気づけば自分の美貌
は花が色褪せるように衰えていた 。「花の色」花の色、 小野小町の
女性としての容貌 「世にふる」雨がふる、時間が経る 「ながめ」 
長雨、眺め

A life in vain. 
I lost in thought like long rain. 
A life in vain. 
My beauty withered like flower fading.

空虚な人生。私は長雨のように物思いにふけていた。 空虚な人生。
私の美しさは花が色褪せるように枯れてしまった。

A life in vain. をあえて二回入れることで悲しみを強調し、印象に
残りやすくした。気持ちや情景を花で表すためにlikeを二つ使って二
つの文を同じような構成にし、和歌の反復のようにした。

ただ日本語訳を直訳するのではなく印象に残りやすいようにしたり、
情景を思い浮かべやすくするのが難しかった。悲しみをどのように表
現するかが難しくA life in vain.を二回入れるべきか違う表現を使
うべきかに迷った。

13

その美しい容姿だけでなく歌の才も素晴らしくおまけに教養や作法ま
で心得ていたことから多くの男にモテモテだった自分も病気のせいも
あり見た目も衰えていき、自分が唯一恋をした男との恋も叶わなかっ
たことで心まで廃れていくようすをを表しているように感じた。

Like the beautiful blossom fall 
I too fall 
Nothing is constant in this world.

美しい花が散るように私も廃れてしまった。この世に不変なものなど
ない。

小野小町の悲しみを表現するためにfallをつかい花が落ちるように私
の体も心も落ちていくと表した。Nothing is constant in this 
worldでは小野小町の嘆きをあらわした。 I too fall　like the 
beautiful blossom fall にしなかったのはさきにLike the 
beautiful blossom fall 　を持ってくる事によって桜を見ながら和
歌を考えている小野小町を表すため。

まず自分なりの解釈をするのが難しかった。和歌を読み解くには作者
のバックグラウンドを知ることが大切だと改めて感じた。そして英語
に自分が考えた意味を持たせるのも難しかった

14

この和歌は、春のはじめに読まれたものだと考えた。「花の色」の花
は桜を表しており、小野小町自身に例えている。咲き誇った桜の花の
色が長雨に打たれて褪せてしまったように、かつて美女と言われてい
た自分も歳を重ねるにつれて老けてしまう。「時間」には誰も逆らえ
ない、だが進んでいく老化。そんなどうしようもできないことの虚無
感と寂しさを表している。

I who once radiated like blossoms, have succumbed to time's 
inevitable fade.

かつては花のように輝いていた私も、避けられない時の流れに屈して
しまった。

radiated 〜放射する、輝く　succumbed〜屈する　inevitable〜不可
避　　「咲き誇った花」を「輝いている花」と表した。time's 
inevitableで「不可避な時間」とし、時間には誰も逆らえないことを
表した。　have succumbed で現在完了を使い、「屈してしまった」
とすることで寂しさを表現した。 かつては花のように輝いていたけ
れども、時間の経過によってその輝きが失われ、避けられない衰退を
迎えてしまったと解釈できる。

この和歌を日本語訳どおりに英訳しようとすると、Flower colorのよ
うに詩にはふさわしくない薄っぺらい表現になってしまった。どうす
ればこの和歌の解釈を薄っぺらい表現を避け、英語で表せるか考える
ことが難しかった。「長雨に打たれて」の表現をいれることが難し
く、時間の流れと表現したが、もう少しうまく英訳したかった。

15
桜は最もきれいに咲いているとき長雨によってその姿をあまり見られ
ずに終わる。 人間（小野小町）も最も美しい時期は悩み（恋？）を
抱えすぐに終わってしまうということ

Time flies when I’m worried.
It is like a long rain upon the cherry blossoms,
slowly taking their beauty away.

悩んでいる時時間はすぐに過ぎていく。それは桜に降る長雨のよう
に、その美しさをゆっくり奪っていく。

思い悩むうちに時が経ってしまったことを最も伝えたいのではないか
と考えたので、一文目に持ってきました。その「時」の儚さを桜に比
喩する形にしました。（情報の重要性から順番を逆にしてみました）
最後に二文目につなげて「美しさの喪失」を表すことで、直接小野小
町の老いには触れないけれど過去の美しさを嘆いていることを表現し
ようとしました。

はじめ語順をそのままの状態で英訳しようとすると、和歌の訳をただ
翻訳しただけになってしまい奥ゆかしさなどが失われてしまった感じ
がしました。逆に要素を削りすぎてしまっても何を伝えたいのかわか
らない文章になってしまい、ちょうどよい塩梅を見つけるのが難し
かったです。

16
長く雨が降るのをぼんやりと眺め、色褪せていく花のように自分も老
いてしまった

Watching the rain fall for a long time in a daze,Like a fading 
flower, I too have grown old.

長く雨が降るのをぼんやりと眺め、色褪せていく花のように自分も老
いてしまった

「花の色」には「くさきの花の色」と「女の若さ・美しさ」という意
味が込められていたので、「花と同じように自分も老いていく」と解
釈をしたこと。他に「ながめ」は「長雨」と「眺め」といった掛詞
だったので、両方の意味を入れて書いたこと。

自分の解釈から英語に表現することが難しかった。

17

女性の旬がすぎるのはあっという間で儚いものだという意味が感じ取
れる。 書いた時期はわかっていないが、小野が栄華を極めたときに
は考えつかないだろうし、一通り男性からの求愛が冷めたあとに書い
たものであると推測する。

I was thinking of a precious person,
love, and various things,
so I never thought
I would be like this.

大切な人、愛について、色々なことを考えていたの、だから私がこん
な風になるなんて思わなかった。

百人一首の中でも特に小野小町のこの歌は、リズムがよく読みやすい
歌だと思った。だからこそ英訳するとなれば、端的に、読みやすい文
章にしようと思い、花の色の表現を英訳せず、語感を大切にした。

「気づけばこんな姿になってしまった」と訳したかったが、soを用い
たことで自分が伝えたかったニュアンスと異なる英訳になってしまっ
た。あと、花の色という表現を英訳にも入れようと思ったが、The 
color of cherry blossommを英訳の中に入れてしまうと長ったらしく
なり断念せざるを得なかった。小野小町の花の色を女性に例える表現
が素敵だなと思うので、比喩がない単調な英訳になってしまって悔し
い。小野小町の小洒落た感じを出したかった。

18

・この歌は花の色が時の流れとともに色あせていくのを描いていると
同時に自分の容姿や人生も時の流れとともに衰えていくことを言って
いる。 「ながめせしまに」という言葉は、物思いにふけっている間
に、または人を待ち続けている間に、という意味で、自分の衰えを自
覚している様子を表している。

The colors of the flowers fade in vain,
and at the same time,
the beauty disappears from me. 
As time passes by.

・虚しく花の色は褪せ、同時に私から美しさが消えていく。 時間が
過ぎ去っていくごとに。

・花の色と美しさが同時に消えていくことをまず英語にし、時間が過
ぎるごとにということを付け足した。

・まず日本語で表すこと ・日本語から英語への変換 ・適切な表現や
言葉

19 昔は良かったのにみたいな後悔を強く示している和歌だと解釈した。
I have gazed upon life alone in endless rain 
All I did was lose myself in thought
The blossom has faded

長雨のなか一人でこれまでの人生を見つめてみた/私は思いにふけて
いただけなのに/その花は衰えてしまった。

できるだけ簡潔に表現したかったので語数を絞った。最後のthe 
blossomに小野小町と彼女が見ていた花を重ねて表現した。長雨の中
や〜しただけなのにといった表現を用いて暗い雰囲気を出した。

文法を守ったしっかりとした英訳になってしまい、堅い文になってし
まう。

20

時間が経つにつれて本来の美しさを失っていく桜と自分を重ねて客観
的に見つめている様子が伺える。無機質に降る長雨が止まらない時間
を無情に表し、それによって桜も私（小野小町）自身も汚されていく
儚さと哀しさ、寂しさ、憂い、残酷な現実に対して少しの憤りさえも
感じる。桜が色褪せてしまうと元の色には戻らないことが、自身の心
や身体も若返らないことを揶揄しているように思う。あのときの素直
な感情やすべてが煌めいて見えていた時間、思ったのと同時に身体が
動き出す行動力は、様々な経験を通して失われ、いつしか”社会の常
識”に染まり本来の自分が少しずつ薄れていることへの寂しさを表現
しているのではないだろうか。平安時代は自分の生き方を自分自身で
決められなかったため、そのジレンマに悩まされることが多かったの
だと考える。

The flowers, 
my feelings, 
will be fleetingly 
scattered by the rain.

花も私の気持ちも雨によって儚く散っていくだろう

桜と自分の気持ちを並列して並べることで、比喩であることを直接的
に表現し、和歌のリズム感を損なわないようにした。また、本家同様
短文に伝えたいことを詰めたいと思い、シンプルで、かつ込められた
思いがしっかり読み手に感じ取ってもらえるようにした。未来形にす
ることで字数を調整し、今後も雨が振り続けるという時間の流れを表
した。”儚い”を入れることで、寂しさや憂いを”散っていく”でよ
り感じてほしいという意図で組み込んだ。あえて具体的に英訳せず、
しかし余韻や本文が伝えたい意味を入れ、読者に想像の余地をもたせ
ることを意識して作った。

あの本文の短い文から解釈を広げようと思うと、どこまででも想像できてし
まい、小野小町自身が和歌に込めた意味と私自身の解釈が大きくズレていな
いかが一番の不安の要素だった。事実関係を確かめようにも小野小町に関す
る資料が少ないので、そこも解釈に悩むポイントだった。さらに英訳にする
ときにも、日本語で込められた一語一語の思いが、英語にすると途端に意味
が変わってしまったり、あまり気持ちが伝わってこなかったりと異文化なら
ではの壁を感じた。和歌独特のリズムも込みで考え、どの単語や文法を使う
かはかなり悩んだ。私は込められた思いをすべて直訳するのは難しいと考
え、あえてシンプルで原文を尊重した訳にし、読者に想像を広げてもらうよ
うにした。他にもどこを重点的に訳を深くするかは人それぞれ多様な英訳が
あると思うので、自分の中での正解を見つけなければいけないという点でも
百人一首の英訳は難しいと感じた。

21

桜は開花期間が短い。少しの間しか見ることができないという特別感
のある「桜」の色が緑に移り変わるのには、雨風で花びらが散ってい
く必要がある。長雨に降られ枝のみとなった桜の木は虚しく見えるだ
ろうし、それに気付くまでの長い間小野小町は世間や自身の恋などの
物思いにふけり、桜の木によって自らの老いを自覚するのだろうと考
えた。

The blossoms are dead like me by the rain.
While I worried my love,life problems, and so on.
I am dead too.
I did not even notice the rain.

桜は枯れてしまった、私みたいに。 私が恋とか世間の問題とかに悩
んでいるうちに。 私も枯れてしまった。 雨にも気づかないうちに。

「枯れる」「老いる」という動詞をdied に揃え、桜と私が等しく似
たようなものである（と筆者が捉えている）ことを表現した。また、
思い悩んでいるときに雨に気づかなかったのではないかと思ったの
で、「雨にも気づかないうちに」という英訳を考えた。

小野小町の和歌は特に掛詞が多く、日本語では同じ音だけれども英語
になると音の数も形も異なる、揃えられないという問題が頻発してど
う表現したらいいのか分からず苦戦した。 また、世間の問題という
言葉をどう置き換えようかと調べていても「world」という英単語に
はあまりしっくり来ず、なぜならこの場合の世間はworldほど広い規
模感の言葉でないはずなので、すごく難しかった。

22

桜の儚さと自分の衰えた姿の時間の流れを重ねて表現している。小野
小町は絶世の美女と言われていたことから容姿は人生における大きな
価値であり、自分のチャームポイントであったと考えられるだからこ
そ衰えの悲しみは深いと思う。

The blossom is so fragile that it fades in color during a long 
rain.
As I kept pondering over love and the many burdens of life, my 
beauty quietly withered, just like those blossoms—fading 
before I even noticed.

桜の花は長雨が降る間に色褪せてしまうほど儚い。恋や世間の様々な
ことを思い悩んでいる間にあの桜のように私の美しさも儚く色褪せて
しまった。

訳では桜の花と書いているが、古文での花は一般的に桜、もしくは梅
の花であることが多いが、桜の花と書いていない部分を真似てあえて
The blossomと表現した。

「儚い」という語の表現にどの形容詞が適切かどうかが一番難しかっ
た。その中でもピーター・マックミランはvainを使用したがvainは
「無駄な」という意味合いが強いようで、自分は上の句では桜の花の
儚さを表現したく、「脆い」の意味であるfragileを使い、自分の解
釈にあった英語をセレクトするのが難しかった。小野小町のこの句で
は掛詞が使われていてそこをどう表現するのがいいのかが難しかっ
た。

23

長雨で桜が枯れて、色が色褪せた場面を見たときに、もう春が終わり
に近づいている、時の流れの早さを感じると共にふと自分も歳をとっ
てしまった、もうこんなにも時間が流れてしまったと感じて、筆者の
美しさまでも桜のように褪せているのかと思うと悲しみが込み上げて
くるなあと感じたときに詠んだ詩。

A long rain fell.
And the cherry blossoms faded. 
My beauty also faded
ーー as I gazed at the cherry blossoms. 
I can't believe so much time has passed.

長雨が降った。そして桜がかれて色が褪せた。私の美しさも桜を眺め
ながら色褪せてしまった。こんなにも時間がたつなんて。

この詩には「長雨」と「眺め」、「降る」と「経る」のようにかけて
いる部分があるからそこをそのまま英語で表現して作者の意図を生か
した。そしてこの詩には、悲しみの感情が込められているが、紀貫之
は「悲しみのような表現は暗示されるべきであって、直接詠むもので
はない。」としていることから、英訳でもsadなどの感情表現を入れ
ずに「こんなにも時間が立つなんて」という表現に置き換えて悲しみ
を表現した。

所々、工夫はしたけれどお手本の英訳のようなうまい表現ができず、
直訳のような感じになってしまったので、もっと詩のことについて考
えたり、かけている表現を英語にするときにどの単語を使えば詠み手
が読みやすくなるかを試行錯誤することが必要だと感じた。

24
自分の若さや美しさが知らぬ間に失われていったことを春の花が長雨
によって色褪せていく様子に例えている。

While there is a view of spring,
the colors of the cherry blossoms have faded in vain.
My beauty has also faded
as I have been worried about love and the things of the world.

春のながめがある間に、桜の彩りは虚しく色褪せた。私の美しさも薄
れていった、恋や世のことに気を取られているうちに。

「長雨(ながあめ)」は音の変化で「ながめ」とも読み、和歌で「眺
め」と掛けて使わることがあったことからviewを使った。春の長雨に
重ね、自分の美貌も同じように褪せていったことを表現するために同
じfadedとalsoを使うようにした。

長雨と眺めを掛けていることが英語のviewだけでは伝わりづらかった
点と、「春のながめがある間に」を表現しようとしてもenjoyなど少
しニュアンスが違う単語が出てきてしまうのに苦戦した。
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25

桜の花見をする人は多数いて、見頃の頃に鑑賞したい人がほとんどだ
と思う。しかし実際のところ満開になるまでもうちょっと待とうとか
思ったり、予定がなかなか合わない、もう少し待とうと思っていたら
いつの間にか雨が降ってしまい散ってしまったり、などで見頃の桜を
見逃してしまう人が多々いるだろう。その一番いい時期をいつの間に
か時間が経っていて見頃の美しさを見逃してしまうことがあるような
桜のように、年が経つにつれ伝説の美女と言われていた小野小町でも
衰えていったのがむなしいように詠む人からは思え、作者自身は美し
いと言われていたときにぼんやり過ごしてしまった後悔と老け込んで
しまった悲しさを詠んでいるのだと考える。 みんなに美しいと思わ
れている桜、伝説の美女と言われていた小町どちらも多くの人がずっ
と美しいままでいてほしいと思っている中で時の流れには逆らえず無
常にも衰えて行ってしまうことを詠んでいるのでどちらにも共感でき
るから多くの人は魅力に感じるだろうと考えた。

While I was worried about various things…
Beautiful blossom colors fade uselessly.
Also, my beauty fades.

いろんなことに悩んでいるうちに…美しい桜の花の色はいたずらにも
色褪せてしまった。私の美しさも同じように

できるだけこの和歌のまま簡単によめるようにしたかった。自分の知
識レベルだと足りないので少しずつ新しい単語を調べて使ってみたり
したができるだけ自分の知識だけで戦った。一番最初の句の’While 
I was worried about various things…’を最後に持っていくか、最
初にするかを迷ったが、最初にし、…をつけることで物語の冒頭でよ
くある感じにできるなと思ったのでそうしてみた。 いたずらにとい
う単語をどうしても入れたかったので調べるとuselessly が無益に、
いたずらにという意味を持っていたので使った。桜の色と同じように
小町の美しさも色あせてしまったという和歌の良さである照らし合わ
せているところを簡単にどう表すことができるか考えたところ〜もま
たという意味を持つalsoが適当かなと思ったので用いた。

そのまま英訳しようとするとただの面白みのない文章になってしまい
この和歌の奥深さを伝えられないし、面白みを伝えようとすると単に
だらだらと長い文章になってしまうから、難しかった。奥深さを伝え
たい、かつ和歌のように端的にするため短縮してみたり、誰でも知っ
ているような単語をできるだけ使えるようにいろんな工夫をしてみ
た。

26

この和歌は、美しかった過去の自分が、時間とともに衰えていく切な
さを歌っているようにおもわれる。また、「長く降り続くあめ」や
「虚しくものおもいにふけっている」という部分から、長く誰かを思
い続けていたが何も得られなかったという空虚感に満ちていると解釈
した。

Cherry blossoms have faded with long lain.
likewise,
I have lost my beauty
− while I got lost in thought so sadly.−

桜の花は長雨とともに色褪せてしまった。同様に、私も私の美しさを
失ってしまった。悲しく物思いに沈んでいる間に。

桜の花と自分の美しさの対比を、私は「同様に」という表現を使って
表しました。 また、作者が感じていた虚しさを強調するために、そ
の場面をハイフンを使い、文の最後に持っていくことで目立つように
しました。

ただの翻訳ではなく作者の心情が伝わるようにするため、一つ一つの
表現を丁寧に選ぶのがたいへんだった。特に、「虚しく思いふける」
という表現を英語で表現するのが難しかった。

27

悲恋は悲恋でも、他の歌に見られる「貴方が振り向いてくれなくて
（振り向いてほしいなぁ）」や「貴方に会えなくて（会いたい
なぁ）」などをあまり感じないことから、悲しさ・切なさ以外に、諦
めや客観視の要素が多く含まれている気がした。平安一の美女が作っ
た、その美しさを失ったことの歌にもかかわらず、無常観よりもあっ
と驚く技工が光る歌だということが、彼女は粋で誇り高い人だと示し
ているのではと思った。

While I was viewing things too deeply 
viewing beauty blooms 
spring drizzle was carrying away 
our fleeting beauty

私が物事を深く考え過ぎ、花を眺めている間に、春の霧雨は私達の儚
い美しさを持ち去っていった。

眺めと長雨は掛けれなかったから、代わりに眺めと考えるを掛けよう
と頑張った。桜の花言葉が、日本だと「優美な女性」、米国だと「独
立」らしいので、小町にピッタリだと思いour でまとめた。

少しでも和歌のテンポの良さが残るように、ingを沢山使ったりした
が、英語話者ではないから上手くできているかが不安…。伝わらない
のも語りすぎるのも良くないのは何となく分かっているが、そうなる
とほぼ何も書けなくて難しい！！

28

長い雨が外で降る中、雨の音が静かになったところでふと外の桜を見
ると、きれいに咲いていた桜の面影もなしにそこには色褪せたような
木があった。それを見て、美しさが時間とともに消えていった私とそ
の木が似ているような気がして、年を取りあの頃の美しさは無いこと
を実感し寂しく感じた。

The cherry blossoms had fallen 
to the ground along with the rain 
Seeing this,I feel lonely 
that my current appearance is also like a tree 
after the flowers have fallen

桜の花々は雨とともに地面に落ちてしまった。それを見て私の今の姿
も花が散ったあとの木のようだと寂しく思った。

桜を見たときの小野小町の心情は寂しさだと解釈したこと。「I feel 
lonely 」、現状をひどく嫌っているのではなく、今を受け入れなが
らも美しかった頃と比較して少し寂しがっているような心情と認識し
たこと。

長雨が降っている途中で桜が散っている瞬間を見ていたのか、それと
も降ったあとに記憶にある満開の桜と長雨がやみ、すでに散ったあと
の桜をみてこの和歌を詠んだのかが迷った 。

29

花→桜の花・小町自身の若いとき華があると掛けているのではないか 
色→桜の美しさ・自身の若さからなる美貌 移りにけり→色褪せた　
完了の助動詞に＋過去・詠嘆の助動詞けり な→詠嘆ああと嘆く いた
づらに→虚しく・何も無くというマイナス表現 我が身→自分 世にふ
る→世に生きる・歳を経る・古くなる・降るで雨が降って桜が散ると
掛けていると思う ながめせし　眺める【物思いにふける】長雨【老
ける】を表している まに~している間に

My beauty fades like cherry blossoms in spring
I watch the endless rain as days drift by
And with the bloom of sakura, my heart and hue
Fade away, lost in time's silent sigh.

私の美しさは春の桜と同じように消え・私は日々を降りしきる雨を見
つめながら 桜の満開と一緒に私の色と心が色褪せていく

サンドイッチのように美貌と桜の見頃・散った後と老いた後で挟んで
強調し具材の部分を比較的目立たせないようにした。真ん中部分に日
本語の掛詞を組み込んで日本語と同じように気づかれにくいようにし
た。

直接的もしくは掛詞を使うとどっちかに偏ってしまい趣が無くなって
しまうこと・5/7/5/7/7のリズム感を保ちきれなかった

30

この和歌は、花の色がむなしく色あせていく様を、自身の美の衰えに
重ねている。また、咲き誇る花が春の雨に打たれて静かに色を失う様
にも、時の流れの中で気づかぬうちに若さや美しさを失っていった作
者の姿が重ねられている。 全体を通じて、自然のうつろいに人間の
運命を重ねることで、人生のはかなさと美の無常を深く詠み上げた和
歌であると捉えた。

The hues of blossoms
fade away in vain.
Time, like spring rain,
slips through my life—
while I am lost in thought.

花の色は　むなしく褪せて/ 春の雨のごとく　時は流れ/ 我が身をす
り抜けてゆく/ ただ　物思いに沈むままに/

第一行：The hues of blossoms 「花の色」という語は、単なる「自
然の描写」だけではなく「女性の若さや美貌」も表現（象徴）してい
る語だと捉えた。なので、単なる「色(colors) 」ではなく、より繊
細で多様な色調を指す「色彩（hues）」を用いた。　また日本文化に
おける桜などの「儚い花」や日本的な風情を想像させるような表現は
何かを考え、「花（flowers）」ではなく、「木に咲く花
（blossoms）」という語感を用いてみた。 第二行：fade away in 
vain. 自然な変化・老い・時間の経過を表す語「色があせていく、薄
れて消えていく（fade away）」を用いて、花の老いと人の老いとが
重なるような表現を考えた。 また「無駄に（in vain）」という語を
用いて、「いたづらに」に込められた感情（後悔、空しさ）を表現し
た。 第三行：Time, like spring rain, 「我が身世にふる ながめせ
しまに」の「ふる（降る）」と「ながめ（長雨）」を一つの比喩で表
現できるような訳は何かを考え 「我が身世にふる」の「ふる（降る
／経る）」と「ながめ（眺め／長雨）」の掛詞を、「時（Time）」と 
「春の雨のように（like spring rain」という比喩を用いて、表現し
てみた。 第四行：slips through my life— 「すり抜けていく
（slips through）」という語句を用いて、自分の意志とは無関係に
過ぎ去ってしまうことの虚しさ・切なさを表現してみた。 第五行：
while I am lost in thought. 「ながめ」は「長雨」「物思い」の掛
詞（かけことば）だと捉えたので、「物思いに沈んでいる（lost in 
thought）」という語句を用いて、『自分が思索や感傷に沈んでいる
間に、美も時も過ぎ去っていった』という無力感と哀しみを表現し
た。

難しかった点は、小野小町と藤原定家の時代に大きな隔たりがあるこ
とである。小町の生きた平安前期と、定家の鎌倉初期では、和歌に対
する美意識や表現の受け止め方が異なっている。そのため、原歌がも
つ意味を理解するには、詠まれた当時の時代背景や価値観を踏まえる
必要があり、現代の感覚でそのまま解釈することが難しかった。

31

小野小町はいつ桜を見たのだろうか。雨が降る途中なのか、それとも
雨上がりなのか。雨に打たれ、すっかり色褪せて醜くなった桜を見た
瞬間に「私も...」なんて思ったのだろうか。現代人であれば、その
ように思考を転調させることはないだろう。小野小町は桜を見る前か
後に見た自らの容姿を、不意に桜の様子と重ねてしまったのだろう。
結果的には「私も…」といったような考えになったのだろう。私はこ
のように解釈した。

A life in vain.
My looks, talents faded
like these blossoms 
by endless rain.
I gazing out upon, alone.

空虚な人生。長雨によってあの桜のように、私の容姿や才能はすっか
り衰えた。ただ一人、外を眺めるうちに。

和歌を楽しむには情景を思い浮かべるのが重要である。というのが私
の考えである。であるから、難解な表現は用いらずに、素直に情景を
浮かべることができるような英訳にした。また、最後の一文を「思い
悩むうちに」とするのではなく、「一人外を眺めるうちに」とするこ
とでどこか漂う悲壮感を表現しようとした。

情景を並べるだけでは、どうしても単調でつまらないものになってし
まうという点。

32
小野小町は若い頃はその美貌を活かし、多くの恋をしてきましたが年
を取るごとに自分の美貌が失われていくのを感じたような歌だと思い
ました。

The flower color 
faded in vain 
like me 
while I was 
madly in love

恋に夢中になっている間、花色は私のようにむなしく色あせていっ
た。

最初上の句の部分をThe color of the flowers faded like mineにし
ようとしましたが、3つに区切れるようにしたかったのでThe flower 
color / faded in vain / like meのようにしました。そしてlike me
のところはカタカナ読みしても5文字になるようにしました。そし
て、和歌では恋と世の中に夢中でとありますが、小野小町は特に恋愛
に夢中になっていたので最後はin love だけにしました。

英語にしたときに読んでも和歌のようにバランスよく読める文を作る
のが難しかったです。逆にそこは一番工夫したところでもあります。

33
「桜の花の美しさが虚しく枯れてしまい、それと同時に自分の美しさ
も枯れてしまった。」

The cherry blossoms
wither
thier beauty 
fades
At the same time
My beauty
has also
withered

桜は枯れ美しさも消えた。同時に、自分の美しさも枯れた

花の色というのを桜にたとえ、”移りに”を色褪せると解釈すること
によって桜が枯れるというふうにした。そこにいたづらにが入ること
によって虚しくという悲しい表現にした。わが身＝自分ととらえ、自
分も桜と同じようにわが身の美しさがなくなっていく様子を表した。

英訳のときにピーター・マックミランのような短い単語を並べて伝え
ることがすごく難しかった。そもそもあまり英単語を多く知らなかっ
たから自分の知っている単語のみで伝えるのが難しかった。小野小町
がどのような思いでこの百人一首を書いたのかを考えながら解釈する
のが難しかったけど楽しかった。

34

平安時代は桜は単なる花としてだけでなく、季節の移ろいを感じ、自
然を愛でるための大切な存在として捉え始めた時代。花見の文化も平
安時代から始まった。そんな時代に生まれ、多くの男性から求愛され
た小野小町もまた桜のような存在であったはずが、長い年月を経て美
貌も衰えてしまった彼女はまるで長雨に打たれ色褪せてしまった桜の
ようであり、魅力もなく、誰からも求められない存在へと変わってし
まった。

In a time of endless 
I worried idly, 
I faded already 
like the cherry blossoms 
was exposed a lain of endless.

長い時間の中で物思いにふけるうちに、私は果てしない雨にうたれた
桜のように虚しく色褪せてしまった。

「ながめ」という掛詞を意識してendless time ~とendless lain を
かけてみたところがポイント。

配られた資料でピーターが「およそ詩であるとはいいがたい」といっ
ていたけれど、自分的にはそんなことなかったので詩の作り方に困っ
た。
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35

どちらもピンク色なので花は桜と恋の両方の意味があると思う。花は
時間が経過して色褪せていく。それは小町の人生が表れていると思
う。時間が経つにつれ、小町の恋心と小町を思う恋心（小町は美人で
あるから）は小町の容姿が褪せていくにつれ比例して消えていく。
（桜のように美しい状態はすぐおわる）だから雨は悲しみと人生の終
わり両方が表現されていると思う。

My life was
like the blossoms.I had 
beautiful faces.
The sad rain was continuing 
to fall, 
and then
thinking alone about life,my face was fading
with blossoms .

私の人生はまるで桜のようだ。私の容姿は美しい。悲しい雨が降り続
いている間に人生についてひとりで悩んでいたら、私の美しさは花と
一緒に衰えていった。

あえてitなどを使わずに同じ語を繰り返して強調させたり、目が引く
ようなオリジナルさを出せるように工夫した。雨を悲しい雨とするこ
とで小野小町の悲しみと、振り続ける雨の残酷さを表現した。また、
和歌特有の心情も表してみた。一、二行目は自分の解釈（小野小町の
人生が花で表されているということ）を自分の英訳に個性を出すため
に加えてみた。

最後の「さまざまなことを思い悩んでいるうちに」をどう英訳する
か、どう表すかが難しかった。また、和歌の独特な雰囲気を表すのに
ただの直訳にならないようにするのがとても難しかった。

36
「長雨が降っている間に桜の花びらは散り、いたずらに色褪せてし
まった。私の美しさも、時間が経つに連れ、色褪せてしまった。」

Time slipped away;
the beauty others once saw in me
quietly faded in vain, 
like blossoms dulled
by the lingering rain.

時はすり抜けていった。かつて人々が私に見出した美しさは、静か
に、虚しく色あせていった -長く降り続く雨にくすんでゆく花のよう
に。

・「わが身世にふる」の部分を歳をとったと直訳するのでなく、時が
「すり抜けていった」と訳することで自分は望んでないどうしようも
ない時間経過に対する虚しさを表現 ・花を「色褪せる」ではなく
「くすむ」と表現することで「fade」を重複して使うのを避けた ・
美しさを「周りから見た自分の美しさ」と表現することで、周りの人
間から美人であると評価され、周りからの評価のほとんどが自分の美
しさが前提としてあっただろう小野小町を表現している。

・元の訳である「さまざまなことを思い悩んでいるうちに」をどう表
現するのか ・掛詞をそれぞれで分けて説明したら和歌の良さがなく
なってしまうので、元の文の掛詞をどう表現するか。 ・「いたずら
に」をどう表現して、どこに置くのか。

37
「桜の花の色は、長雨が降る間に、虚しく色あせてしまった。私の美
しさもまた、色あせてしまった。様々なことを悩んでいるうちに」と
いう歌。

Blossoms’colors faded
during the endless rain.
My beauty also faded,
without meaning,
as I spent my days lost in thought.

長雨の中で花は色あせてしまった。私の美しさも人生に思い悩んでい
るうちに意味もなくあせてしまった。

spent my day を加えたことで日々悩んでいる様子にした。また、あ
えて詳しく英訳しないことで、歌の表現や雰囲気を壊さないようにし
た。

長雨や思い悩んでいるをどの英単語にするか迷った。歌の雰囲気を壊
さないように英訳するのが難しかった。

38

この百人一首において、花の色は桜の花であり小野小町の若さや美し
さの象徴になっていると思った。桜の花が雨に打たれたり、風に吹か
れることで散って行ってしまう様子が自分の美しさや若さが色んな物
思いをしている間に、消えていってしまう様子に例えられていて、春
の鮮やかな中に、小野小町の重たい気持ちが描かれることでその儚さ
や無常感がきわだっていると感じた。

The sight of blossoms had fallen right away,
Just like my beauty or youth
While I spent time in spring’s long rain

花はすぐに散ってしまう様子は、私の美しさや若さのようだ。私が春
の長雨の中を過ごすうちに

花が散る様子が自分の美しさや若さと同じと表現した。桜だと分かる
ような要素を入れたかったので春の長雨という表現を入れた。

古文の特徴的な掛詞による表現の奥行きなどを英語に落とし込んで表
現するのが難しかった。また、自分の考えていることにあう英単語が
なかったり、あってもリズム感が違う感じになってしまったりした。

39 色あせた花と衰えた自分の姿を重ねた歌
While long rain, 
the colors of the flowers become vain 
and mental is draining.

長雨が降る間、花の色は虚しくなり、私も精神的に消耗している。
花の色と自分の衰いる姿を重ね合わせているため、最後の消耗する
(drain)に同時の意味を持つingを付け加えた。また、雨(rain)、虚し
い・儚い(vain)、消耗する(drain)で韻を踏んでいるのが工夫点。

掛詞などの同音異義語をどう英訳するのかが難しかった。また、日本
語と英語は微妙にニュアンスが異なるので同じ意味の単語を沢山調
べ、使う単語を絞るのが大変だった。
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1

この和歌は、いくつもの掛詞が用いられており、小野小町らしい繊細
な技巧が盛り込まれている。そのため、和歌からは「美しさに対する
無情さ」や「恋が実らないことへのやりきれなさ」などと解釈できる
が、私は特に「人間そのものの儚さの宿命を美しく暗示し、人生への
悲観さ」を表しているのではないかと解釈した。理由は、この和歌は
「ふる」という言葉が軸で構成されているのではないかという点や、
美女としても名が知られた小野小町でさえも、自身を必然的な桜の花
の色の変化とかけて嘆いているのではないかという点があるから。

In the quiet flow of time,
my beauty had faded in vain
like the color of blossoms fading
as I was gazing at the rain and thinking silently.

静かな時の流れの中で、花の色が色褪せるように私の美しさはむなし
く色褪せてしまった、雨をじっと見つめて静かに考えている間に。

解釈でも大事そうだなと思った「ふる」の要素を強めに出したかった
ので、最初にIn the quiet flow of timeという言葉を入れた。これ
も、最初はDay by dayにしようと思っていたけれど小野小町らしさの
技巧に富んでいて美しい表現に近づけたかったのでこの表現にした。
さらに最初にときが過ぎるというような表現をいれることで、全体に
リズムをつけることができたのも良いポイントだと思う。最後の、
silentlyも和歌ではそんな表現はなかったけれど、解釈として「さま
ざまなことを思い悩んでいるうちに」という現代語訳の中で、「思い
悩む＝深く考える」としてdeeplyは感情深くのイメージがあったから
silentlyにしてみたりと、直訳的にならないようにしたところもポイ
ントだと思う。他の細かい単語などでは、ニュアンスの違いなどを調
べて取り入れることができた。

和歌特有の掛詞や、英語でピッタリ合うような単語ではないときに、
どう表現したらより意味が通りやすくなって綺麗になるのかを考える
のが難しかった。特に、「ながめせしまに」は深く掘ると英文が長く
なってしまうけど、掛詞の要素を入れたいという思いもあったからあ
まり上手にできなかった部分だったと思う。

2
桜の花のようにいつかは美しさを失うものを自分と対比して、時がす
ぎる切なさを歌った。

During the long spring rains , The colour of cherry blossoms 
lost its beaut. 
I was busy worring about various things.When i noticed 
I lost my beauty .

春の長雨の中、桜の色は 美しさを失っていた。 色々なことを心配し
て、気づいたら 美しさを失っていた。

直訳するとリズムを失うので順序を入れ替えたり似たフレーズを使う
ことで桜の花と自分を対比していることをよりわかり易く、リズムを
もたせて表現した。切なさを表現したくて最後の一文を書いた。忙し
くて気づかなかった感じを表現したくてbusy worrying という表現を
使った。when i noticedというフレーズを入れることで、気付いたら
美しさをうしなってた時間の儚さを表現した

美しさが失われ、切ない気持ちをどう表現するかが難しかった。

3

以前は世間を代表するほどのすばらしい外見や和歌の能力を持ち注目
を集めていたが、私が長生きして自分の恋のことや世間の目を気にし
ているうちに時が過ぎ、どんどん衰えていってしまった。今見ている
桜は長雨が降って散ってしまっているが、少し前まではささやかな色
で華やかに咲いていたのだろう。そのくらい年を取ってしまった。美
は無情にも衰えていくものであると感じている。

The blossoms faded and changed
naturally just like me in sorrow
as rains fell and fell.

雨が降り続く中、悲しみに暮れる私のように桜も自然と色褪せてし
まった。

faded and changedと fell and fellで「長い」雨や年月が経ってい
くうちにといった部分の時間、回数を重ねる（時が過ぎる）につれて
何度も変わり続けていくことを過去の動詞を重ねて表した。
naturally、 in sorrowは自然とむなしく移り変わっていく情景や自
分のはかなさを抽象的に表した。andを使うことで掛詞の「降る」と
「経る」「眺め」と「長雨」や自分と桜の花の色が対比になっている
ことを表現した。

掛詞や作者の感情をすべて訳してしまうと、歌の奥深さや暗示がなく
なっていくところが難しかった。そもそも作者がなぜこの歌を読んだ
のかなどの文化的な背景を理解しなければ良い英訳ができないと感じ
た。あえて曖昧な表現や言い換えした表現を使うことで、英訳したと
きも歌の本質が残るかつ奥行きを表現しようとしたが、なかなか納得
のできる英訳が見つからずに苦戦した。どうしても文字数が多くなっ
てしまったり、歌のリズム感や言葉の響きが上手く表現できなかった
と感じた。

4 自分は恋という感情を知らぬまま年老いてしまった。
My figure faded such us cherry blossoms in May.
My emotion become nothing with long rain.
I can't think everything.

私の姿は5月の桜のように色褪せた。私の感情は長い雨とともに失っ
た。私はもう何も考えられない。

小野小町は自分の感情理解ができないまま色褪せることになってし
まったため、何も考えられないという表現を使いました。

小野小町はどんな感情で年を取ったのかが理解しづらかったです。
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私はこの歌には小野小町の叶わなかった恋への後悔や悲しみが込めら
れている歌だと思った。小野小町は、毎晩自分のために会いに来てく
れる深草少将の切実さに心が惹かれておりを心待ちにしていた。しか
し、叶うことはなかった。その恋を引きずるあまりに当時美しかった
姿はもちろん心までもが年老いてしまったという悲しさと後悔が込め
られている。

The color of cherry blossoms fades quickly.
Once beautiful, now old, lost in thought.
As a result it’s always raining in my heart and my love is 
fading like cherry blossoms.

桜の花の色はすぐに色褪せてしまう。若いときは美しく、心も色で満
ちていたが今となっては虚しく色褪せ鮮やかさを失ってしまった。私
が物思いにふけっている間に、どんどん衰えてしまい、自分の心には
ずっと雨が降っていて桜の花びらがどんどん散って色も薄くなってい
る。

この英訳には、小野小町が叶わなかった恋を思い悩んでるということ
を表現したかったのと桜の花の色ピンクには小野小町の恋心そのもの
の表しであると考えていてそれが雨の降ったあとの桜の花のように色
が薄くなって散ってしまったのではないかと考えた。また、自分は雨
の降っている景色を見ているのではなく、気持ちが暗くどよんとして
心の中に雨が降っていると解釈した。

小野小町の叶わぬ恋を英訳にうまく陥れることができなかったとこ
ろ。
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百人一首 （花の色は 移りにけりな いたづらに 我が身世にふる な
がめせしまに） 現代語訳 （長雨のせいですっかり色あせてしまった
花のように、私自身の姿も衰えてしまった。ぼんやりと物思いにふ
けっているうちに。） 表現解説 ⅰ)...「色」は、花の色と「女の
姿」の掛詞 ⅱ)...「花の色」には、「草木の花の色」という意味の
他、「女の若さ・美しさ」という意味 ⅲ)...「世にふる」は「世に
雨が降る」と「世に経る」/「ながめせしまに」の「ながめ」は「長
雨」と「眺め」は掛詞 ⅳ)...「ふる」と「長雨」は、意味や発音が
密接な関係にある「縁語」という修辞法が使われている。 自分解釈 
小野小町の女の若さや美しさが世に降る雨のように嫌に馴染んでいき
美しさが滲み乾いていくのと同時に世も経っている。 メモ　女性の
美→傾城 　　　ぼんやりと物思いにふけっている→満ち足りてなく
くすんだ表せないものに沈んでいるとき（乾いている世） 長雨→長
雨のように未練的なもの 傾城満ち足りずくすんだ紅色で生煮えに、
憂鬱も追思

Leaning Castle may be not satisfied. it is dull and rainbow-
colored and life raw ,and the unfulfilled thoughts are also 
chasing after you Sooner or later I’ve turned a dull rainbow 
color,too

傾城は満ち足りてないんだろうな くすんだ虹色の生煮えの人生、憂
鬱も追思している。 遅かれ早かれ私も歪みくすんだ虹色に染まって
しまっていたな

日本語訳にするときに、難しい表現にすることで日本の文化的に間接
的に伝えることを意識した。 傾城とは美人や遊女という意味があ
る。敢えてその俗世の感じる言葉を選びました。 なぜなら、人の歪
みを表現するためです。 （ここからは僕の考えです。僕は遊んでい
たりふざけていたりしているとき楽しいな幸せだなと感じていてもな
にか虚無的な物があります。自分のしたいことをしても逆進的な感情
が僕を襲いますそれは、遊女も同じだったのではと考えています。ま
た小野小町も同様なのではと、この淋しい百人一首を読んで感じまし
た。「俳句やこのような作品はどんな状況で作られると思います
か？」） くすんだ虹色→私は人間の気持ちを色で感じる人間です。 
生煮えの人生→生煮えは未熟さや態度がはっきりしない様のことで
す。私は、大人になっても持つ気持ちの未熟さと何かが引っかかり
はっきりしないことを表現しています。（僕の考えです。気持ちの未
熟さとは、気付かないことだと思います。何かに引っかかっていると
感じている人は、その要因にほぼ気がついていると思いす。ですが気
づきたくないんです。だから論点をずらし敢えて拡大解釈し自分の都
合の良いように解釈する。僕はそれでいいとも思っています。いまの
僕もそうです. だから生煮えの人生を使いました。これは小野小町を
調べていると強く感じてしまいましたね） 遅かれ早かれ私も歪みく
すんだ虹色に染まってしまっていたな→制約された時間から来る後悔
を表現しています。

小野小町を知るということ
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今回英訳したものも花の色と雨という自然のものを用いて、表現して
いたので恋愛の歌なのではないか。誰かからのアプローチを受けてい
て、早く返事をしなければならないと思っていたのに、返事ができず
悩んでいた状態がずっと続いていたため疲れが溜まり美しい見た目で
はなくなってしまった（顔がやつれてしまっている）ことに加え、桜
も色褪せてしまった、ということを謳っているのではないか。

Swept away with the rains
both my beauty and blossoms have faded
after worrying about it for a long time.

雨に流され私の美しさと花のどちらも色褪せてしまった長い間悩んで
いる間に。

本文では、月日が経って自分の美しさも花の美しさも色褪せてしまっ
た、とあるけれど、色褪せた理由を「雨に流されたから」という表現
で書くことで、少しでも悲しさが伝わるようにしました。また、遠回
しで表現することで情景を思い浮かべやすくしました。

リズム感を大切にするか、くどくどしい説明にならないように完結に
まとめるかですごく悩みました。くどくどしい英訳になってしまうと
小野小町がこの歌で何を伝えたかったのかがぼんやりしてしまいそう
だなと思ったし、なるべく簡潔にしようと思ってもこの歌が持ってい
る美しさや悲しさが伝わらないような気がしてしまい、どうすればい
いのか、どう表現していけばいいのかがすごく難しかったです。
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自身の美貌によって様々な恋愛を経験したり、三世代続いて天皇に仕
えたりする中でそのことについて様々なことを考えていたら気づくと
あっという間に自身の美貌や若さを失ってしまっていた

While I was lost in thought about my life, 
looking at the long rain,
these blossoms were losing their petals.
Like those blossoms,
I lost my beauty and youth.

長い雨を見ながら自分の人生について思いにふけっている間に、花は
花びらを失ってしまった。その花のように私も美しさと若さを失って
しまった。

まず、和歌の「わが身世にふる」の「世」は世代と男女の仲というこ
とを表していて、小野小町が恋愛や時代の流れなどを考えていること
を人生について考えているという表現にした。また、長い雨を見なが
らという文を付け加えて、花が色褪せるという表現を花びらを失うと
いう表現に変えることでその雨によって花が散ってしまったことを間
接的に表現できたかなと思う。また、色褪せてしまうという表現を具
体的なものへ変えて、自分の美しさを失ってしまったことをわかりや
すく表現した。和歌の中で一単語で表されていた「うつる」には色褪
せる、衰えるの意味があり、それをどちらも言葉に変えて英訳に入れ
た。

和歌の文から間接的に伝える表現という魅力を残しながら英訳するの
が難しかった。また、一単語に込められたいくつもの意味を表現しな
がら文にまとめることが難しかった。色褪せるという意味に込められ
た衰えると、美しさを失うという意味や「世」に込められた男女の仲
などの様々な意味をどちらも明記したり、あえてまとめてしまって文
としてわかりやすく、リズムも崩さないように意識した。

9

　自分の解釈として、この和歌を読んだときの小野小町の状況とし
て、「花の色〜いたづらに」までは昔の和歌の絵のように、縁側に腰
掛けながらベストシーズンの過ぎた桜を、「一瞬だったな」と思いな
がら、桜の終わりに虚無を感じ、そして「わが身世に〜」から最後ま
で読んだ後は、桜から目を離し少し下を向いて「私も同じだな」と自
分の今と昔の美貌の差に、自分でも呆れたかのように少し苦笑いす
る。そんな状況が浮かんだ。本心はすごく悲しんでいるのだけれど、
そこに現実感を感じられず、笑うしかないような状況なのかなと思っ
た。

There were flowers,
beneath endless rain.
Their colors slowly faded —
just like me,
as i slip beneath my restless mind

花は咲いていた、 終わりのない雨の下で。 その色はゆっくりと消え
てゆく — まるで私のように、 わたしのさまよう心の奥へと沈み落ち
る。

全体を読んだときのリズム感が、本来の日本語のの和歌に近くなるよ
うに意識して自然な文体にした。

「わが身世にふる　ながめせしまに」の英訳が難しく、「as i slip 
beneath my restless mind(直訳：落ち着かない心の下に滑り落ちる
ように)」と訳したが、実際は小野小町のかつて美貌についても言及
されていた。しかしそこを英訳すると和歌とは言えないほど更に長く
なってしまうと思ったのでslipにまとめた。また本来の和歌は「花の
色」に若い女性の美しさを暗示させたり、「世にふる」には過ぎてい
く男女の仲に加え、降り続ける雨の「降る」にもかけていたりと、1
つの言葉で2つを備える語が多く、そこを上手く英語で表現すること
ができなかった。
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この和歌では、自然の花の色の変化その美しさの変移を自分の美しさ
の衰え（変化）と重ねて、耐えられない無常感を読んでいる歌詞だと
考える。その中でいたずらにという言葉によって、時の流れの残酷さ
虚しさを強め、ながめという表現で降水と自分の物思いを掛けること
によってより自分の悲しい感情を強め表現している。 色褪せた花に
自分の老いた姿を重ねた歌で、かつて伝説の美女と呼ばれた小野小町
が時間の経過とともに、美が衰え、時間の経過の儚さ、老いの切なさ
がよりあらわれている。若かった頃は良かったなぁと誰もが考えるこ
の気持ちを自然の花を使って表している。自分はこの和歌では、若い
時代は今しかないのだからやり残すことないように、悔いのないよう
に楽しんで今が1番若いのだから、日々を大切にしてほしいという意
味が隠されているのではないかと考えた。

The flowers lost their color,
“I had also lost my beauty.” 
I was only looking outside,
Doing nothing,
While the rain kept falling.”
“The passage of time is so sad.”

花は色を失い、／ 「私も美しさを失ってしまった。」／ 私はただ外
を眺め、／ 何もせず、／ 雨が降り続いていた。／ 「時の流れは悲
しい。」

まず自分は本文の解釈が時間経過（老い）の悲しさに重点を置いて英
文を書こうと考えた。その中でおこなったことを5つ示す。 一つ目は
花が色を失うのと同時に色を失ってしまったことを強調するために、
並列を使ったことである。 二つ目は、あえて前後関係（長雨が降る
中で色を失っていたということ）をあえて記さないことによって、本
文のように文の中の意味を自分で汲み取る形にしたことである。 三
つ目は淡々と文章を1文づつ切ることによって、小野小町の儚さ、脆
さをうまく表現した。あえて文章を間まで長く繋げることによって、
本文の短文で区切られているところを表現したことである。 四つ目
は、順序づけしないことによって、作者がとっさにつなげた、思いつ
いたようなニュアンスを表現したことである。 最後の文に関しては
この文の作者の感じていることが伝わりやすいように、時間経過の儚
さを書き示した。

百人一首の中での表現や曖昧な感じというのを殺さないように書くこ
と。単に英訳すればいいのではなくて、自分なりの解釈をつくり、伝
えたいことを考えて英訳しなければならないといけないこと。百人一
首は遠回しの表現が多く、もやもやとしている部分をどう収めようか
と考えること。小野小町自身の感情などについて考えていくにつれて
この表現だとその感情が壊れてしまうなど、独特な感情表現などを意
識して和訳すること。 文章における順序など本文と同様な様にした
いのならどうすればいいかを考えて書くこと。



百人一首を英訳するpart.1-小野小町-　生徒英訳一覧　【3組】

生徒 私の解釈 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点
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「花の色が移り変わっていくのがむなしいと感じられるように、自分
の人生も物思いにふけている間に薄れてしまったなあ」というような
日本語訳にして、桜の花びらが散っていくのを見て、自分の今まで歩
んできた人生を思い返す様子を感じた。この和歌では「わが身世にふ
る」のところで雨が降るのと物思いにふけっている間に老いてしまっ
た。というのが掛詞で表現されているので、その先に思う小野小町の
もう一度美しい自分の人生を生きたいという思いを表現したい。

As if the changing colors of the flowers make me vain 
my beauty has faded like blossoms 
I think
I want to walk my life again
while falling in a long rain.

花の色の変化が私を虚しくさせるように、私の美しさは花のように色
褪せてしまった。私は思う。もう一度美しい自分の人生を歩みたい。
長い雨に打たれながら。

実際の小野小町が読んだ歌には書かれていない小野小町の心情を英語
で表現しようと思い、桜の花のように自分の美しさを儚いと感じたそ
の先の小野小町の「もう一度美しい自分の人生を生きたい」という日
本語訳するだけではわからないことを英語で表現することでこの歌を
さらに深堀りできたところがポイント。また「I think」だけで区
切ったのは小野小町の私はこういうことを思っているというのを強調
した。

日本語訳にある「〜してしまっていた」や「〜のように」などの日本
語でしか表現されない細かい助詞が英語でどう表現すればいいかがわ
からなかったので表現が思いつかないのが難しかったです。英語と日
本語では読み方の順番が違うのでどういうところに自分が考えた英訳
をいれるかが特に難しかったです。
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いたづらにも梅雨時の長雨が、桜の淡く白い色を透明に染めて溶かし
たために、その美しさは褪せてしまった。季節や景色が移り変わって
いく様子は時が過ぎていくことを知らせてくる。景色を眺め、思い悩
み過ごしていた時は咲き誇る桜のような美しさだったかもしれない。
これまでの時間を無駄にしてしまった気もするが、それもまた歳を
とったということだろうか。

The cherry blossom was almost white, 
with just a blush of pink. 
The petals melted in the rain.
Just like it,
I had slowly faded over the years.

桜はほとんど白くて、ほんのりピンク色が差していた。雨に打たれて
花びらは溶けていった。 ちょうどそれと同じように、わたしも年月
を重ねるごとにゆっくりと色あせていった。

小野小町がこれを詠んだときに見ていた景色は寂しく、たんに美しい
とは言い表せないものだったと思います。水分を含んでぐちゃぐちゃ
になった桜の花びらは、きっと多くの人が興味を示さないか、邪魔だ
と思うのではないでしょうか。それでもきっと小野小町はその景色を
見て、自分をおもって、悪いことばかりを考えたわけではないと思い
ます。桜の花はまた咲く。そしてまた散る。美しさとは見た目だけで
はなく、そもそもそのサイクルを繰り返していることにあるのかもし
れない。小野小町の美しさもまたあせていっただけではないのかもし
れないのですから、未来にも思いを馳せているかもしれないと考えま
した。この和歌から想像する景色の表現に少し曖昧さを残すことで日
本語にある余韻を残したことがポイントです。

和歌からどういった景色で詠んでいるのか想像することがまず難し
かった。それに加えて英訳するときに文法的にあっているか、詩とし
ての表現になっているか、そもそもなんて言ったら良いのかわから
ず、色々な表現を探して試した。
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花の色があせていくのとともに自分の美しさも色褪せてしまったとい
う、老いていく悲しさを感じているのと楽しかった過去を思い出して
懐かしさに浸っている様子が思い浮かぶ。「ながめせしまに」で長雨
が降る間と思い悩んでいる間を表していて、小野小町は雨が降ったあ
との色褪せてしまった花を見て、「若くて楽しかった時期もあったけ
れど、いろいろと思い悩み、歳を重ねるうちにあの頃の美しさは失わ
れてしまったなあ」というようなことを思っていたのだろう。

As I grew older, my beauty faded like a flower scattered by 
falling rain.
Standing alone, I’m nostalgic for the colorful days of my 
youth.

年を重ねるにつれ、私の美しさは雨で散った花のように色あせていっ
た。私は一人佇みながら、色鮮やかな青春の日々を懐かしむ。

歳を重ね、色褪せてしまった美しさに対する悲しみだけでなく、若く
て楽しかった昔を懐かしむ気持ちも感じられたため、色褪せてしまっ
た（fade)と色鮮やかな（colorful)という対称的な表現を使って表し
た。

どのくらいまで説明してどこは暗示すべきなのかという判断が難し
かった。文章になってしまって、詩っぽく表現するのが難しいと思っ
た。
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桜の花の色は、長雨が降っているうちに色褪せてしまい、小野小町の
美しさは、様々なことを思い悩んでいるうちに色褪せてしまい、絶世
の美女と言われていた小野小町自身を桜と重ね合わせている。古来、
桜の色はその儚い美しさが深い愛着の情をもって賞美されていて、た
だでさえ開花期間の短い桜の花が、長雨のために散る前に色あせてし
まったという桜の花に、自分自身を重ねていき、自分自身に対する嘆
きや憂いなどの感情を詠んでいる。また、小野小町の恋愛の結果につ
いても桜と重ねた自分と同様に、色褪せたものがある。それは、絶世
の美女として知られていた小野小町は多くの男性の恋心が寄せられて
いて、中でも有名な深草の少将との百夜通いでは、二人の慈悲、恋愛
の結果がこの一首にも込められているのではないか。

The color of the blossoms has faded 
All for nothing 
As I watched the rain fall 
so did my days

花の色はすべて色褪せてしまった / すべてはむなしいことに / 私は
雨が降るのを眺めていた / そうして私の日々も降るように過ぎて
いった

「百人一首を読み味わう」のプリントの英訳の解き方から「・現代読
者にとって明確で直接的な感情表現・古典的なしきたりや遠回しな言
い方を避け、率直かつシンプル・掛詞の「降る／経る」「眺め／長
雨」を英語の語彙で詩的に再現・繊細な感情と視覚的イメージを保ち
ながら、現代英語で自然に読める・言葉を削ぎ落とし、余白に感情の
深みをにじませる」この５つを意識して書いた。一行目は、「花の色
は移りにけりな」を視覚的に表現した。また、「has faded」で人生
の衰えや儚さを表現。二行目は「いたずらに」を「無駄に」「むなし
く」と捉え、直接的に表現、また、響きが鋭く、感情の落胆を強調し
た。三行目は、「ながめせしまに」の前半で、"watched the rain 
fall" は「眺め」＋「長雨」を掛けている。最後は、掛詞「ふる（降
る／経る）」を英語で表現し、「私の日々も落ちていった」「過ぎて
いった」と二重で意味を捉えれるようにした。

この決められた時間内で、主に時間をかけた解釈と英文において、２
つの作業が直接的に結びつくため、どんな解釈からどんな英作文が作
れるかなど結びつけながら書いていくかが難しかった。また、解釈を
そのまま英語で表現すべきか、するのならどのように表現をしていく
かなど考えるのが大変だった。特に「降ると経る」「眺めと長雨」と
いった、掛詞（ダブルミーニング）を英語で表現していくにあたって
英作で使用する掛詞で用いる単語が解釈などで表現が変わっていくの
で、どんなふうにあう英語を選んでいけるのかということが調べた
り、考えたりするのが難しかった。また、「百人一首を読み味わう」
のプリントのピーター・マックミランの英訳の解き方について、書か
れていることにもしっかりと目を向けながら書いていったということ
です
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ただでさえ開花期間の短い桜の花が、長雨のために散る前に色あせて
しまった。そのような桜の花に、自分自身を重ねて物思いにふけって
いると考える。かつては絶世の美女と呼ばれていた自分も過ぎていく
時間には逆らうことができず老いていくことに深い悲しみを感じてい
る。絶世の美女と呼ばれた彼女でも自分の美しさを人前で十分に発揮
することができなかったのではないか。そのように若かった頃にやり
残したことを悔やんでいるのではないかと感じた。

Color of the blossoms
Has already faded away,
While in lonely thoughts
My life passes vainly by ,
As I watch the long rains fall.

花の色はすでに色あせてしまった。孤独な想いの中で、私の人生はむ
なしく過ぎていく。長雨が降るのを眺めながら。

小野小町の歌には自分の美貌が衰えてしまったなどという悲しみが読
み取れるが、その和歌の説明をしすぎると小野小町の繊細な表現を伝
えられないと思ったので、語数を増やしすぎず説明がくどくならない
ようにした。その悲しみをlonley thoughtsという言葉を用いて孤独
の中で様々な思いにふけっているとして表現した。日本語と英語の歌
に解釈の差が出ないようにした。

小野小町の詩には情熱的な恋心と、自然の背景を感じさせて美貌の衰
えや恋の悲哀を繊細に表現する特徴があるが、その両方の表現をうま
く歌に落とし込むことが難しかった。なるべく日本語と英語の歌の間
に解釈の差がでないようにしたかったので、どの英単語を選ぶのかが
難しかった。また小野小町の歌には直接的に表現されていないけど読
み取ることができる悲しみなどがあるが、その悲しみを英語で表現す
る際に直接的な表現を避けてどのように暗示させるかが難しかった。
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春の長雨が降っている間に、桜の花の色は虚しく色あせてしまった
な。私の容姿もすっかり衰えてしまった、ぼんやりと物思いにふけっ
ているうちに。 ⇒このように解釈した理由は、桜の花の色があせて
しまったことを、小町自身の美しさの衰えに重ねて詠んだものである
と考えたから。また、美しさがなくなってしまうことは無念である
（残念に思う気持ち）という感情が、花の色の移り変わりに例えられ
ている。 →「花」は桜の花のことである。桜は短い間に咲き誇って
散っていくので「はかない美しさ」の象徴である。「移る」は色あせ
て衰えるという意味であり、長雨のために花の色があせてしまい、花
の美しさを見せないまま終わってしまったということ。 →「いたず
らに」は古文単語帳によると「むなしく」という意味。「花」は女性
の容姿を暗示していて、桜の花に自分自身を重ね、女性の美しさが時
の流れと共に、むなしく老い衰えていく様子に悲哀感を抱いている。 
→「ながめせしまに」は人生の無常をしみじみと感じている様子が表
現されている。小町のような年代（少しご年配）にとって時間の経過
や自身の変化を感じることが増える時期なのではないかと考えたか
ら、解釈を「ぼんやりと物思いにふける間」にした。

The colors of the flowers 
have changed , 
I feel empty 
my own image appears in this world 
ｗhile we are pensive, while the long rain is falling

花の色は / 変わってしまった / 私はむなしく感じる / 私自身の姿
がこの世に現れる / 私たちが物思いにふけっている間、長雨が降っ
ている間に

★The colors of the flowers →「花の色は」という表現を英語の知
識を活かした。また「Flower color is」にしようか迷ったけれど、
「花」というワードを強調させたかったので、あえてofでflowerと書
いて工夫した。 ★have changed →「変わってしまった」という表現
は、花の色の移りかわりと小町が感じている自身の体が以前と比較し
て衰えて、変わってしまった。という２つの変化を掛け合わせて「 
have changed 」にした。 ★ I feel empty →「いたずらに」をその
まま直訳すると「uselessly」だが、古文単語帳によると「むなしく
感じる」と書かれていたので「feel empty」にした。「いたずらに」
と直訳するのではなく、「むなしい」と表現することで女性の美しさ
が時の流れと共に、むなしく老い衰えていく様子が英訳を見てより伝
わると思ったから。 ★my own image appears in this world →「わ
が身世にふる」を「私自身の姿が世に現れる」という英文にした。
「appears 現れる」という単語を使うことによって桜の色があせてい
る様子が目に見えて分かるように、小町自身の体や姿も目に見えるほ
ど変化してしまったということを伝えるために、「衰えた様子（姿）
が世に現れた」という文章にした。小町自身も「わが身」と描いてい
たので、姿を具体的に示すために「my own image」にした。 ★ｗ
hile we are pensive, while the long rain is falling →「while
〜」を１つだけで英文を書くこともできたがあえて
「while~,while~」と２つに分けた。これは「物思いにふけっている
間」と「長雨が降っている間」という２つの文章を掛詞のようにして
英文にリズムを持たせたかったから。

百人一首を英訳するのが特に難しかった。百人一首をそのまま英訳す
るのではなく、自分で理解をしたうえで、少し違う言い回しにしたり
など難しかったけれど自分なりに工夫することができた。「ながめせ
しまに」の英訳を２つの文章にして、並列させて「while~, while~」
と書くことで、グラデーションのような感覚を言葉にするにすること
ができた。最初にこの百人一首を見たときに何を「ながめせしま」し
ているのか分からなくて、難しかったけれど、１語１語じっくりと解
釈したら「雨の降っている様子」と「小町自身の姿が衰えている様
子」をかけ合わせて１語で「ながめせしまに」とかかれていたことが
わかった。小町は詳しく解説するのではなく「ながめせしまに」と１
語でかいているのも、とても味があって感慨深い作品だと感じられる
ことができた。この作品を詠んで（意味を理解して解釈するところま
で）とても心が揺さぶられた授業でした。
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「花」はさまざまな春の花、特に桜を意味している。しかしそれだけ
ではなく、女性の美しさ、若さという意味も比喩的に込められている
のではないか。 色あせた桜に老いた自分を重ねている。 桜は咲いて
いる間は人々に美しさの象徴として鑑賞される。しかし、長雨ととも
に花びらが散ったあとには人々の記憶の中から薄れていく。桜ととも
に老いた自分も人々の記憶の中から薄れていく。長雨が降っている間
に、思い悩んでいたことが少しずつ溢れていく。小町は「私も随分歳
をとったなあ」と思い出してしまったのだと解釈した。 小野小町は
満開に咲く桜のようにかつては自分も美しかったのにその美貌には戻
れないほど老いてしまった自分の醜さを悲しみ思い悩んでいるのでは
ないか。外見の衰えだけでなく、恋が実らずに心もすっかり衰えてし
まったという意味もこめられている。

Pointless time 
The rain falls with tears 
The fading beauty 
Cherry blossoms and the heart resonate 
As if they knew each other's deadlines

無意味な時間だ/ 雨は涙とともに降る /色褪せていく美しさ /桜と心
は共鳴する/ 互いの期限を知っているかのように

小町は桜を自分の容姿と重ねていて、桜は枝の上で咲き誇っている間
は人々に美しいものとして鑑賞されるが、散ったあとは簡単に色が変
わり人々から見放される。そして小町も美しかった昔の面影のない今
人々から見放される。小町は孤独となり人生の彩りを感じないときに
桜を見て「桜も私（小町）と同じですね。」と物思いにふける。無駄
だと思う人生において時の流れが遅く感じても雨が一定に降ることは
変わらない。そして、自分の美貌を失ったことで零れそうになる涙は
雨とともに降る。 散った桜、老いた小町、お互いに似た者同士であ
る桜＝小町を主軸にしてお互いが意識し合っているかのような訳にし
た。また、長雨を小町の悲しみを表現する描写として用いて小町の涙
が雨に溶け込む描写が浮かぶようにした。「年老いていく」だと小町
だけに限定した表現になってしまうので「色褪せる」という表現にし
て桜と小町がどちらも容姿の変化を生じていることが伝わるように工
夫した。

和歌を自分なりに解釈し英訳するときに解釈をそのまま英訳すると構
成を分解しすぎてただの説明になってしまうこと。説明的にならない
ように「桜と心は共鳴する」の英訳で主語をあえて訳さないで誰の心
なのかを読み手に考えさせるようにした。私は和歌は人それぞれに解
釈の余地があり自由な発想ができるのが魅力だと考えているが、自分
なりに解釈し、その解釈の言葉を全て英訳するとただの説明になって
しまって、一通りの解釈しかできないような限定された訳になり、和
歌から得る自由な発想がしづらい文になることが多かった。 日本の
和歌は31文字の中にリズムや表現技法があるのに、英訳だとリズム感
がなくなってしまったので訳の順序を入れ替えるなど試行錯誤した。
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生徒 私の解釈 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点
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・花の色は　「花の色（私の美貌）は」 　・花の色=小野小町の美し
さ ・移りにけな　「移ろってしまった（色褪せてしまった）」 ・い
たずらに「何も（結婚？）成し得ないままに虚しく」 　=むだに =何
も成し得ないままに？←ーーーーーー 　＝虚しく　・我が身世にふ
る（世に降る長雨とともに自分の振る舞いさえも） 「世にふる」 　 
→「世の中での小野小町の振る舞い」と「降る長雨の掛詞」　・なが
めせしまに（長雨の間に色褪せる桜のように愛や恋に気を取られてい
るうちに自分の美貌も色褪せてしまった）「ながむ」...物思いに沈
む 「せし」...〜していた ⇒物思いに沈んでいる間に ＝思い悩んで
いる間に＝愛や恋に気を取られているうちに 　・「長雨」と「思い
悩む」ことの掛詞　日本語訳 花の色は長雨が降る間に虚しく色褪せ
てしまった。 恋愛に気を取られているうちに虚しく失われてしまっ
た私の美貌のように

案①
The color of blossoms faded futility,
just as I have lost my beauty while surrounded by loves.. 

案② 
The blossam
that people love and envy,
color fade
while they captivate people,
in vain.

①花の色は無駄を色あせた。ちょうど私が愛に囲まれながら美しさを
失ったように。②人々に愛され、羨望される花は、人々を魅了しなが
らも、むなしく色あせていく。

①・短く書くことでより詩的な印象を与えるようにした。 ・sadly 
で直接的に感情を表現した。 ・様態を表すasを用い、花の色と
「私」の美しさの関係性を強調した。 ・loveを複数形にすることで
恋多き小野小町を表現した。 ・have p.p.をいれることで「〜してし
まった」というニュアンスを出した。・justをいれることでasを更に
強調した。 ・sadlyをfutility「もろく、儚く」にすることで小野小
町の心情をより感覚的に表した。②・小野小町の心情を全面に出して
いる。 ・和歌本来の掛詞を用い、小野小町の美しさについて暗示し
ている。

・詩的なリズムを残しながら英訳を進めること。・直接的ではない詩
的な表現を英語で表現すること。・詩の幹となる部分を残しながら、
より簡潔な詩にすること（儚さを出すため）。
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花の色（桜の花、女性の若さ,美しさ）やながめせしまに（物思い、
長雨）、ふる（時間が経つ、雨が降る）、世に（世の中、男女の仲）
というように掛詞を多用し２重の意味をもたせることで時間の変化と
その虚しさを自然と人間の例を用いて表現している。例えば、「美し
さ、若さが失われてしまった」という意味と「桜の花が虚しくあせて
しまった」という意味を込め、自分の美しさが失われていく様子を桜
の花が色褪せる様子に見立てて表現している。よって「長く雨が降っ
ている間に花の色が色褪せてしまったなあ。それはまるで私が世の中
や男女の仲のことについて悩んでいる間に若さと美しさを失ったこと
のようだ」と解釈できる。また、いたずらにというフレーズと悩んで
いて何もしていなかったということを読み取ることができ、昔は美し
くて若かったのに今は変わってしまって残念だという後悔のニュアン
スもあると考えられる。

The color of the flowers 
has faded 
during a long rain. 
It’s as if 
my youth and beauty 
have waned 
during my thoughts about love and the world.

長く雨が降っている間に花の色が色褪せてしまったなあ。それはまる
で私が世の中や男女の仲のことについて悩んでいる間に若さと美しさ
が劣化したことのようだ。

「ながめ」という言葉に込められた2つの意味をduring a long rain
とduring my thoughts about love and the worldで表現することで
自然と自己の対比を表現した。

詩をどこで区切るかやリズムをどう工夫するかが難しいと感じた。掛
詞が多く対比があるため、伝わりやすく表現することが難しかった。
後悔のニュアンスを英語で表現するのが難しかった。
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美女として知られていた私の美しさを持ってしてもも、長雨の降る間
に色褪せた桜の花のように、むなしくも衰えてしまった。

Even my beauty has declined in vain
like cherry blossoms
that have faded during the long rains.

私の美しさでさえ長い雨の間に薄まった桜の花のようにむなしくも衰
退してしまった

あまり改行しすぎずにコンパクトに読みやすいスタンダードな英訳を
目指した。また、似たような表現は繰り返さないように言葉を変更し
た。

読んでみて聞き心地をよくしたかったが、上手く訳せなかったため自
分の思うようにはできなかった。
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平安時代の美しさのピークは10代後半〜20代前半とされていて、それ
に対して「色あせた」などの表現をしていることから、小野小町はこ
の歌を30代前後、あるいはそれ以降に詠んだと考えられる。そのた
め、個人的なイメージとしては孤独感を感じられる和歌であった。ま
た、この和歌は大々的に詠まれたと考えるよりも、むしろ独りで詠ま
れたような印象を与える。このようなことから、この和歌は単に恋を
詠んだというより、小野小町の衰えに対する嘆きの一首とも考えられ
る。また、この「花の色は」の花とはなんの花なのかについては、多
くの研究者は「桜」であるとしているが、桜にしろ、他の花にして
も、それぞれ時期、すなわちピークがある。花が最も美しい時期であ
れば、人の目によく止まり、和歌として詠まれていく一方で、ピーク
が過ぎた花というものは人の注目をそこまで浴びることなくその一生
を終えていく。小野小町はこのようなことに身を重ね、自身も若いと
きは多くの人々から注目を浴びていたものの、老いればその注目もな
くなっていく。その時おそらく彼女はこう悟ったのだろう。自分は世
間が求める理想像であったから注目を浴びたのだと。どれだけ美し
かったても、大衆が今の価値を見出さなければ忘れられていく。そう
いった社会の無情さをこの和歌で伝えたかったのだと私は考える。

I’ve come to understand that once a flower has lost its 
bloom,
it quietly fades from memory,
unseen and unmissed.
Just as I have.

花は美しく咲く時期を過ぎると、誰にも見られず、惜しまれず、気づ
かれずに記憶から消えていく。かつて私がそうであったように。

単なる直訳ではなく、自分なりの解釈を多く含めたのがこの英訳。一
つずつポイントを確認する。まず「I’ve come to understand」はあ
えてcome to 動詞の形にすることで「徐々に」「時間を掛けて」とい
うニュアンスを含めるようにした。その理由としては、この和歌はお
そらく小野小町が年老いたときに詠んだものではないと推測できるか
らである。次に、あえて「once」を入れているのはこの単語が「過去
にはそうだったが、今はそうではない」という対比の意味を持つから
だ。この和歌は小野小町自身の過去との対比についての和歌でもある
ため、これを使うのが最適だと思った。「lost its bloom」は直訳す
ると「その花が咲いている時期を失う」だが、今回の和歌の意味に
沿って「美しく咲く時期を過ぎる」という訳を取るようにしている。
次の行では、美しさのない花は誰も興味を示さないという無情さを表
現している。最後の「Just as I have」は私が一番こだわったところ
だ。実はこの文はこのあとに「faded from 
memory,unseen,unmissed.」が続く所であるが、英語という言語では
基本的に同じ表現を繰り返さないというルールがあり、さらに私はこ
の和歌はくどくどしく書くよりも、なるべく短く、読み手の推測を促
すほうが適切で、短く書くことによって無情さや儚さを引き出せると
考えた。よって前述の英文は恣意的に省略している。

そもそも和歌というもの自体は直訳から得られることよりも読み手の
解釈によってその和歌の解釈が変わるし、そこが和歌を読むときの面
白さでもあると思います。だからこそ、直訳はなるべく避けるべきだ
と私は思います。しかし、読み手の解釈を促すには意訳を全部反映す
るというのもあまり良くないのかなと思います。マックミランの「悲
しみのような感情は暗示されるべきであって、直接読むものではな
い」という言葉の意味が今になるとよく分かります。和歌の直訳や意
訳を全て英語にして反映するということは、例えば冷奴を食べると
き、醤油をかけ過ぎて豆腐そのものの味がせず、醤油メインの料理に
なってしまうということと似ていると思います。あくまでメインは豆
腐であって、醤油ではない。みたいなことが和歌を英訳する世界でも
言えると思いますし、そこが最も重要であり、難しいところだと感じ
ました。

22

長雨の中花の色が失われていると同時に、同じように自らの美貌が長
い時間という逆らえない流れによって失われていることにぼんやりと
気づいた。しかし、その気づきから時の流れに逆らおうとはせず、あ
る程度受け入れている。

Noticing the blossom fading in endless rain, I somewhat 
understand my beauty has faded in the same way.

長雨の中、桜の花の色が失われていることに気づいたが、私も同じよ
うに長い年月の中、美しさを失っていた事に気づいた。

「ながめせしまに」と助動詞の「な」に注目した。 「ながめせしま
に」はこの詩の中で「長雨」と小野小町が過ごしてきた「時間」が表
現されている。そしてその時間とは、死ぬまで続くものであり、終わ
りのないものであるため、英訳の中で「heavy rain」ではなく
「endless rain」と終わりがないような表現することでその時間の流
れを表現した。助動詞の「な」に関しては、私は詠嘆の「な」だと解
釈し、それなどから小野小町はぼんやりと思い浮かべており、美貌が
失われてくことに対して感情が大きく表現されていないため、小野小
町は自らの美貌が失われていくことに抵抗せずに受け入れていると考
えた。そのため、花が色あせていることに気づいたことに「notice」
を使用したが、自らの美貌が失われていることに気づくことに対して
は「understand」を使用した。この語は理解という意味が含まれてお
り、小野小町がただ自らの美貌を失ったことに気づいたわけではな
く、悲しみの中受け入れていることも表した。それに加え
「somewhat」をつけてぼやけさせることで小野小町のぼんやりと考え
ているということを表現した。また、最果タヒさんのこの詩に対する
色あせた桜に気づいた瞬間と自らの美貌が失われたことに関して思っ
た瞬間は同時に起きたという解釈に強く共感したため、花の色が色あ
せていることに気づいた瞬間と自らの美貌が失われていることがほぼ
同じタイミングであることを表現するために分詞構文を使用した。分
詞構文は同タイミングを意味するので、これを表現するのには適切で
あると考えた。

まず自分のこの詩に対する解釈を固めるところが難しかった。情景と
小野小町の心情を思い浮かべた。自分は小野小町は自らの美貌が失わ
れていることをある程度受け入れていると考えたため、それを表現し
たかったが、気づきと受け入れをどちらも表現するのが難しかった。
また、understandは理解を意味するのだが、その理解というのは
「はっきりと理解する」というレベルの理解を意味するためにぼんや
りと考えていた小野小町のこの詩には適していない表現であったた
め、別の表現でぼやけさせる必要があったが、「受け入れ」というこ
とも表現する必要があり、自分にとってそれは少しだけはっきりと理
解しながら、受け入れているという解釈であったために、どれだけ理
解しているのかを表現する調整を行う必要があった。この作業が難し
かった。最終的には「somewhat understand」に落ち着いたが、ネイ
ティブレベルでsomewhatの程度を知っているわけではないため、解釈
と少しズレが起きている可能性がある。
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桜の花のほんのり色づく美しさや可憐さは一瞬で散って色褪せてし
まった。私が長雨に気を取られてぼんやりしているうちに。 昔は伝
説の美女だともてはやされた私の美しさも、この桜と同じように一瞬
で衰えてしまった。私が恋などに気を取られているうちに。

The beautiful blossoms falled in a flash.
While the long rain.
The beautiful my appearance falled in a flash similarly.
While falling in love with you.

美しい桜の姿は一瞬で散ってしまった。長雨の降る間に。 美しい私
の姿は桜と同じように一瞬で落ちぶれてしまった。私が恋をしている
間に。

The beautiful ◯◯ falled in a flash.While〜 と同じ形で表すこ
とで和歌の独特なリズム感を表現した。 花が散る＝花が落ちる、
（容姿が）衰える＝落ちぶれる、恋などに気を取られる＝恋に落ちて
いると解釈して、花が地面に落ちるfall、落ちぶれを表すfall、恋に
落ちるfallの同じ単語を使って元の和歌の掛詞（同じ単語で違う意味
を表すこと）を表現した。

和歌の雰囲気で感じ取ることや少ない言葉で感情や情景を表現すると
いうのが英訳ではうまく再現できずくどい説明のようになってしまっ
て難しかった。逆に説明を省き抽象的な単語を並べても、訳として物
足りない感じが出てしまい、訳と説明を両立させることが難しかっ
た。

24

桜の花が色褪せると同時に、気づけば美しかった自分の美貌も衰え老
いてきていた。色褪せる桜と老いていく自分を重ね合わせた歌で、気
づけばすでに美しさの盛りを過ぎてしまっていた人生のむなしさ・儚
さが表現されている。

The prime had already passed 
during the long spring rains 
while I was lost in thought. I noticed 
that cherry blossom had faded away 
like my beauty

盛りはとうに過ぎ去っていた。春の長雨の降る間に。私が物思いにふ
けっている間に。私は気付いた。桜の花はとうに色あせていた。わた
しの美貌のように。

生涯美貌を活かすことなく交際や結婚をしなかったことから、美しさ
の盛りが過ぎたと気づいたときにはもう遅かったというむなしさを表
現するために過去完了形を用いた。また、全体的に1つのフレーズが
長くなりがちだったので、最後の1フレーズを前のフレーズに比べて
大幅に短くし、多くを語りすぎないことではかなさや余韻を表現し
た。

原文で表現されていた掛詞や、５−７−５−７−７ならではのリズム感を
表現することができなかった。また、原文を尊重しつつ説明文になら
ないような英訳を作ることが難しかった。

25

桜の花は満開のときが見頃だが、満開を待っている間に見に行く機会
が掴めなかったり、その間に雨が降ると色褪せて散ってしまい、一番
の見頃の時期を見逃してしまう。それと同じように、人間の美貌も永
遠に続くわけではなく衰えていってしまうもの。絶世の美女と称され
ていたときにぼんやりと過ごしてしまったことに対して未練や悲しさ
を読んでいるように感じた。美しいものは永遠には続かず無常にも色
褪せていってしまうということを伝えようとしているのではないかと
考えた。

Just blooming
fade the freshness these blossom
from full bloom
Just living
fade my beauty
from heyday of visual

咲いているだけで/新鮮さが衰えていく/満開から/日々を過ごしてい
るだけで/美貌が衰えていく/全盛期の私の美貌から

花について話すパートと自身の外見について話すパートの２つに分け
て、just〜ingの形で揃えたり、「衰える」という語句は「fade」を
使って揃えることで読むときにリズム感が生まれるようにして、詩っ
ぽくさせたかった。

ブツブツと分を区切ってしまうような感じになってしまってそこをど
うにか流れるように心地よく聞けるような英訳にするのがすごく難し
くてできなかった。あえてすべてを表現しきらない詩というものを英
語にして表現するのは全く同じ意味の語があるわけでもないから難し
かった。



百人一首を英訳するpart.1-小野小町-　生徒英訳一覧　【3組】

生徒 私の解釈 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点

26
・自分の衰えていく美貌を、花の色が色あせていってしまうことに重
ねて歌っている。

The color of the flowers has completely faded too.
While the long rains fall in spring and I am worrying about 
the society and love.

花もすっかり色褪せてしまった。春に長雨が降り、私が世の中と恋に
ついて心配している間に

副詞にcompletelyを用いることで、時間の経過とともに完全に色褪せ
てしまったことを表現した。また、文末にtooを置くことで、花の色
だけでなく、自分の美貌が衰えていくことも読み取れるようにした。

元の百人一首にある寂しさや儚さなどの趣を英語で表現するのがとて
も難しかった。また、「色褪せる」や「物思いにふける」などの難し
い日本の言葉を一般的な単語で表現するのが難しかった。

27

「桜の花の色は、むなしく色あせてしまった。ちょうど私の美しさ
も、物思いにふけって過ごすうちに衰えてしまったように。」「なが
め」は「物思いにふける」と「長雨」をかけているなどの言葉遊びが
あり、花が雨に打たれて色あせているのと、自分の美貌が衰えている
様を重ねている

The color of the flower are gone, 
Lost in vain as time flows on---
My soul adrift in restless rain.

花の色は消えてしまった。／時が流れる中で、むなしく失われていっ
た。／落ち着かぬ雨の中、私の魂はさまよっている。

押韻（gone,on,rain) を使って、英詩としてのリズム感を出した。ま
た、「adift in restless rain(落ち着かぬ雨に漂う）」は、感情の
不安定さと「ながめ」の多義性を重ねた。

「ながめ」が「長雨」と「物思い」にかかるところは、一語にたくさ
んの意味が込められているので、現代語では読み取りにくかった。ま
た、花と自分を直接的に結びつけていないけれど、暗に美の儚さを重
ねているところが解釈する際難しかった。

28

この歌は自身の美しさを懐かしんでいるというニュアンスが含まれて
いると思った。この歌は美しさが衰えてしまったというところから晩
年に書かれたものだと考察する。また、ここで小町が恋に落ちている
ときの様子を、「うたた寝に恋しき人を〜」の歌や「色見えでうつろ
うものは〜」の歌から想像すると、恋に振り回される少女のような
若々しさが感じられる。小町はこのような歌を読んだ日々に対して、
「あの頃は恋に焦がれていたなあ」という懐かしさ、また「いたづら
に」という単語には、そんなことばかりを考えていた自分に対する嘲
笑が込められていると思った。

How cute the old me was! 
Not knowing that my beauty was like falling cherry blossoms,I 
was lovesick.
By the way,it is rainy today.
This rain must have withered the beauty.

昔の私はなんて可愛いのでしょう！桜の花びらのように私の美しさが
散る事も知らずに恋煩いをして。ところで今日は雨ですね。この雨が
美しさを枯らしたに違いないわ。

小野小町は個人的にただ美しさが衰えたことを悲しんだりするのでは
なく、この歌を読む中で懐かしんだり、愛おしく思ったりしているイ
メージが合ったので、最初に昔の自分を思いっきり褒める表現を使い
ました。恋をしていたという表現方法をどうするか考えた結果、
lovesickという単語が合ったので使いました。語感が可愛くて個人的
にお気に入りです。長雨が降っていることと、美しさが衰えたことが
掛詞でかかっていたので、By the wayで話題を切り替えてこの２つを
繋げて話しました。

掛詞が使われている点をなんとか活かしたかったので、英語でも意味
が２つ重なっている単語を探したり、同じ単語を使って別の表現がで
きないか模索したところ。

29 私が悩みを抱えている間に長い雨が降り、私も桜も衰えてしまった

One rainy spring day
“How I have faded,” I whipered to myself
A long rain had done it
“How you have faded,” I whispered to the cherry blossoms
The same long rain had done it too

とある春の雨の日 ／「どうして私は色褪せてしまったの」私は私自
身に言った／長い雨が私を色褪せさせた／「どうしてあなたは色褪せ
てしまったの」私は桜に言った／同じ長い雨が桜も色褪せさせた

「私」(小野小町)を中心として、小野小町が自信や桜に話しかけてい
るような和歌にしました。セリフにすることで小野小町の悲しみや寂
しさの感情がより伝わりやすくなると思いました。３行目と５行目は
誰かのセリフではないけれど、心の中で小野小町がそう感じていると
思ったのでこの形にしました。ポイントは和歌の一番最初は語呂が良
い“One rainy spring day”を入れたり、似たようなフレーズを２種
類使い５行にまとめることで、和歌のリズム感を味わうことができる
ようにしたことです。

一人称を「私」にするか「桜」にするか、それともどちらとも三人称
にするかを決めるところが難しかったですが、小野小町の百人一首と
同じようにしました。また、全部英訳しようとすると１文が長くなっ
てしまって難しかったです。
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｢色｣には2つの意味をもたせる掛詞が使われている。花の色と女性の
若さ・美しさという2つの意味が込められている。 また、「世にふ
る」の｢世｣は世代という意味と男女の仲という意味が掛けてあり、ふ
るにも雨が降ると世に経る(時間が経過する)が掛けられていて、ずっ
と降り続く雨と歳をとっていく私の2つの意味が含まれている。 ｢な
がめせしまに｣のながめは長雨と眺め(物思いにふけってぼんやりする
こと)の掛詞になっている。さらに、｢ふる｣と｢長雨｣は、意味や発音
が密接な関係にあるので面白さが増している。また、我が身世にふる
と倒置法になっている所も魅力。 このように、この歌にはたくさん
の工夫が凝らされている。堅苦しさを感じない、読むほど美しさを感
じる事ができる所がこの歌の魅力である。 花の色の花は桜。 桜は春
の短い間しか咲かないので、儚い美しさの象徴。永遠に続くことのな
い美の無常観が表現されている。 自然の景色から恋愛をうたってい
る。自然の景色を想像させることで、読み手が今まで体験したことの
ある気持ちや感情と照らし合わせることが出来るなと思った。 はか
なくも散る桜の花に自分の衰えた容姿を重ねた和歌だなと感じた。

The cherry blossoms died in the rain. Having lost my beauty, I 
am like the fallen petals. I saw it fall quietly, there is no 
one here but me.

雨が降っている間に桜は枯れてしまった。素敵な容姿が無くなる私は
この桜のようだ。ただそれを静かに1人で見つめていた。

枯れてしまった桜の花を私自身の姿に例えたところがポイント。ま
た、最後の｢静かに1人で｣によって思い悩んでいる様子や儚さを表し
た。

和歌をそのまま英語に訳すのではなく、自分なりの解釈から英語にす
るのが難しかった。自分の表したいように英語に訳せているのかが分
からなくて大変だった。自分なりに英語で表現できたと思う。英語の
力もほしいなと感じた。
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「物思いにふけっている間に私の容姿も衰えてしまった」という現代
語訳から多くの男性からアピールされ続けることや深草が諦めずに百
日間自分のところに通うことに慣れてしまい、受け身で長い時間を過
ごしていてその間に桜の花も色あせてしまうほどの長時間が経過して
しまっていてだんだん自分も深草に惹かれていき、そのことばかり考
えて長い時間を過ごしていたが最後の一日で深草が事故死してしま
い、残されてしまった自分の気持ちや容姿に対する切なさが表現され
ていると思う。 桜の花が時間が経って色あせて散ってしまうのと同
じように自分も時間の流れに合わせてそのまま無駄な時間を過ごして
しまったという背景があると考えた。

Flowers lost their color,
and I didn’t notice while I spent my days just watching the 
rain.

花は色を失った。でも私はそれに気づいていなかった。ただ降る雨を
見て過ごすばかりだった。

lostを使うことで取り返しのつかないことになっていることを表して
いる。andは文を繋いで花が色を失ったことと気づかなかった自分の
存在を同時に表現している。justを使って「ただそれしかしていな
かった」という気持ちを強調している。 花が色を失い、それに気づ
いていないという表現が、小野小町が深草を待ち続けていたことと重
なっている。待っている時間に老いてしまった小野小町を「花は色を
失った」という表現で表している。情景と一緒に感情を表す表現を多
く取り入れることで、読むと内容を詳しくイメージしやすくなるよう
にした。 自分を追いかけてくれる人がいることを当たり前だと思っ
ていたけど急にその存在がいなくなってしまった喪失感を表現した。

和歌の五七五七七のリズムを英語で保つこと。リズムの良さも和歌の
良さだから残したいと思ったけど難しかった。英語として意味は伝
わっても日本語のときと同じ音の美しさや語感の良さを残すのが難し
かった。言葉の細かいニュアンスが日本語と英語で異なるかもしれな
いから、自分が考えてる表現を正確に表せているのか分からなかっ
た。ただ元の和歌をそのまま直訳しても和歌の良さは表現できない
し、でも伝えたいことを英語でしっかり表現する力が足りていないか
ら難しかった。
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桜は一瞬のうちになくなってしまう。そのように自分の美しさも年齢
も一瞬で衰えていってしまったことを言い表したかったのだと思っ
た。小野小町が桜が散ったのをみて自分の美の才能も散っていったと
解釈したのかなと思った。若く美しかった頃の自分も、いまでは長雨
のように続く物思いにふけながら、ただむなしく時間が過ぎ、年を
取ってしまった。そんな「美の儚さ」と「人生の時間」を表現したの
かなと思います。

The hues of blossoms,
my beauty talents faded
as vainly do I age through fading 
in endless rain
that I sit here lost,gazing at the sky.

花の色合いも、 私の美しさも色褪せた 終わりのない雨の中 年老い
て衰えていく 空を見上げながら、 私は思い悩んでいる

儚さを表現した。花の色合いと美しさの才能が色褪せた（faded)と重
ねて表現した。「花の色」は美しさ・若さの象徴として捉えた。「do 
I age」の倒置文がいい味を出している。「lost」が「物思いに沈ん
でいる」感を表現。

いかに感情の単語を入れずに悲しみなどの感情を表現するかが難し
かった。全部英訳すると文章が長くなり、くどくなってくるのでどこ
を削ったりしたほうがいいかや重ねて表現できるところは重ねて単語
の数を減らしていく点が難しかった。
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和訳：［雨が長く続くうちに］花の色が「いたずらに」あせてしまっ
た。私のうつくしさもまた「虚しく」［物思いに耽けているうちに］
あせてしまった。解釈：桜の色があせるのと自身の魅力が失われるの
を重ねている。対比するような表現にしたい。

The beauty of the blossom coler lost
while getting wet in the rain
The beauty of my color lost as well 
while losing oneself in thought vainly.

桜色の美しさはあせてしまった、雨に濡れるうちに。私色の美しさも
またあせてしまった、虚しく思いにふけっているうちに。

while doing …〜しているうちに　vainly…虚しく　colorを桜の色
と自身の色、つまり特徴や在り方、魅力の意味とで重ねて使ったこ
と。while doingを使い、同じようなリズムを作ったこと。

「雨が長く続くうちに」と「虚しく物思いにふけっているうちに」の
文章量に差があり、リズムをもたせるのが難しかった。「長い間」や
「いたずらに」などの詳細な表現を入れられなかった。
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美しい花の儚さと、自分自身の衰えを重ねて、自身への嘆きを詠って
いる

My beauty is a moment.
It is as fleeting as a flower faded in vain
during the long rains
while I was lamenting

私の美しさは一瞬のものだ。それは、私が嘆き悲しんでいる間に長雨
の中で枯れてしまった花のように、はかないものだ。

美しさは一瞬であることと、儚いものだということの両方を英訳に入
れようと思ったが、andを使うと意味の捉え方がおかしくなってしま
うので、一度文を区切るようにした。また、桜の花はすぐに色褪せて
しまうので、瞬間という意味のmomentを使うようにした。

美しさという一つの主語に対して、二つの述語を英訳し、おかしな文
にならないようにすること。また、日本語訳は同じでも、捉え方に
よって意味が変わってくる単語もあるので、単語選びを丁寧にするこ
と。

35
桜が色あせたように自分も色あせていきモテ期が衰えてきて恋など
色々上手くいかず悩んでいる

“As cherry blossoms fade in hue,
so too do I lose my color,
my charm withers,
and love is nothing 
but a maze of doubt.”

桜が色あせるように、私もまた色あせてゆく。魅力は衰え、恋は迷い
ばかり。

最初の対句のような表現だと感じたため、読み手にも伝わるように読
み取れるようにした。最後は迷いを迷路に変えたことによって悲しげ
かつ複雑な気持ちを表現した。57577のように改行をして5行に収まる
ようにした

最初の段階で詩を自分なりに解釈したりそれをどう詩の雰囲気を残し
て英訳するか似たような表現の単語がある中での使い分けが難しかっ
た。

36

花⇒短い間に咲き誇って散っていく、はかない美しさと、自身の容姿
を暗示していて、 桜の花に自分自身を重ね、女盛りの美しさが時の
流れと共に、むなしく老い衰えていく様子に悲しみを抱いている。 
うつる⇒色あせて衰える。 長雨のために花の色があせてしまい、花
の美しさを見せないまま終わってしまったということ。 いたづらに
⇒むだに、むなしく。 ながめせしまに⇒ぼんやりと物思いにふける
間に。 人生の無常をしみじみと感じている様子が表現されている。 
・掛詞⇒「降る」と「経る」、「長雨」と「眺め」 「降る長雨」と
「経る眺め」の二重の文脈を作っている。 花の色が褪せてしまった
ことを、自身の美しさの衰えに重ねて詠んだもので、 美しさがなく
なってしまうのは残念であるという感情が花の移り変わりに例えられ
ている。 これらのことより、 花の美しさに自身の美しさを見立て、
長雨によって失われた花の優美な色のように 自分の可憐さも無常に
も時が経つにつれて老い衰えてしまうだろうということにたいしての
悲しさや無情さを読んでいると解釈した。

Like a flower after a long rain 
my beauty fades fleetingly 
with the passage of time.

長雨の後の花のように、時間の経過とともに私の美しさは儚く消えて
いく。

英訳するにあたって、始めに日本語での現代語訳を考えた。 『長雨
が降った後のあの桜のように、時が経つことで私の美しさも儚く色褪
せて衰えることが残念で仕方がない』 自分で考えた日本語訳を
Google翻訳で英語にすると 『I find it sad that, like the cherry 
blossoms after a long rain, my beauty will fade and fade with 
time.』 ここからいくつか修正して英訳を決定した。 1.和歌の中で
は花=桜という考えがあるため、cheery blossomsをflowerに変えた。 
2.和歌のように短くリズミカルに読むことができることを重視し、I 
find it sad thatを削除した。 3.Google翻訳での訳に『儚い』『虚
しい』という意味の英語が含まれていなかったため、 『儚い』『虚
しい』といった意味を持つ英単語を調べ、その中から一番意味が合い
かつ全体の調子を整えられるものを採用した。 4.文法を調整し、最
終的な訳を確認して英訳を完成させた。

小野小町が詠んだ和歌が 『花の色は　うつりにけりな　いたづらに 
/ わが身世にふる　ながめせしまに』 と「ながめせしまに」と「い
たづらに」でどちらも「に」で切れていたので英訳も途切れるところ
で同じ発音で終わることを目指していたが、単語的にも文法的にも難
しかった。 自分が知っている単語や熟語で直訳してただけではもと
もとの和歌に近い意味の英単語にすることが難しかったので辞書で調
べた。
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1

桜の花の色がすぐに移り変わってしまうという部分について、わざわ
ざ桜の花を表現に用いていることから、美しいものの儚さを表現した
かったのではないかと思う。また、自分の容姿が衰えていくことに対
して、「恋や世間のことを物思いにふけっているうちに」とあるが、
これは桜との類似になっていると思う。春雨によって桜が散ってゆく
ことと類似しているのだ。つまり、春雨と恋・物思いが類似している
と作者は言いたかったのではないだろうか。平安時代の人々が感じる
雨の印象について調べると、「心の悲しさ」というのが見つかった。
ここから、小野小町が老いていくことで思い悩んでいる様子が思い浮
かぶ。 小野小町は世界三大美人の一人としても選ばれるほどの美貌の
持ち主であったため、老いていくことに対しての絶望感は人一倍大き
かったのではないだろうか。 だからこそ、ただ「花が散っていく」と
いうようなものではなく、「春雨によって」という表現を用いて時の
流れの残酷さを表現したかったのだと思う。

The flower`s color was changed Modestly by spring rain. 
Similarly,my beauty and charm was faded by worries 
such as what others think and the cruel flow of time.

花の色は春雨によって地味に色褪せた。 同様に、私の美しさや魅力
は、世間への悩みや残酷な時の流れによって薄れてしまった。

similaryをいれることで、作者が対比を用いていることをわかりやす
くした。 年を取ると、外面の美しさだけでなく、内面の美しさも薄れ
てしまうと思ったので、charmを使用した。 優れた美貌を持っていた
小野小町はきっと世間から注目されており、その分老いていくと周り
の目が気になると思ったので、what other thinks やthe cruel flow 
of time　を用いた。小野小町は単に時の経過によって老いたのではな
く、周りからの声などにストレスを感じて、急激に老いたのではない
かと思ったので、あえて「様々なことを考えている間に〜」という時
の経過で表さなかった。

色々な花がある中で、あえて桜の花を選んだのにはどんな理由がある
のか考えるのが難しかった。 「様々なことを思い悩む」という表現が
あったが、小野小町は一体どんなことに対して悩んでいたのか考察す
るのが難しかった。 英語にはたくさんの表現方法があるので、小野小
町の老いによる変化をどのように表現しようか悩んだ。

2
色あせた桜と自分を重ねてかつては絶世の美女と言われていたが、年
をとるにつれて、自分の衰えてゆく姿に嘆き、寂しさを表現してい
る。

These flowers are like Onono Komachi 
said to have been a beauty 
feel weaker and more empty than before

これらの花は小野小町と重ねて　かつては美女と言われていたが　以
前より体が衰えて虚しさを感じている

和訳をして思い浮かんだ情景や小野小町の心情を英訳した。比較級を
使って小野小町の過去と今を比較して虚しさを強調させた。「かつて
は美女と言われていたが」のところを完了不定詞の形で表現した。

英語で日本の独特の文化である百人一首を相手にも伝えことができる
ように英訳したこと（日本の文化的背景など）。意味や解釈が原文と
違いすぎないようにしたこと。

3

桜が雨によってだんだんを華やかさを失うことと、自身の美しさを美
しいがために様々な男性からの求婚などによって、だんだんと疲れ果
てて行く様子を重ねることで、小野小町が桜に対して同情や哀れみを
持っている用に感じられた。　また、どんなに美しいと言われていた
ものもいつかは桜のように散っていくのだという無常観、自身に対し
ての悲観も感じた。

While the long rain fell 
Cherry blossoms lost their hue 
Softly, time did pass 
While I sat in quiet thought 
My own beauty slipped away

長雨が降る中　桜の花は色を失い　そっと時が過ぎていった　静かな
思いにふけっていると　私自身の美しさは遠ざかっていった

最初に自分で英訳した文を作った後に、chtGPTを活用して、英文を和
歌の形にしてもらうことでより、百人一首らしさを出した。

普通に英訳をするとプリントと同じようなものになってしまうので、
プリントとの差をつくるのが難しかった

4

以前は美しい色で咲いていた桜の花が時間が経って色褪せてしまった
ように小野小町自身が昔は絶世の美女だとちやほやされていたのに恋
をしたり、多くの人と関わってもったいない時間を過ごしているうち
に美しさを失い、みっともなくなってしまったことを悲しんでいる。

The blossom's color faded away,
Just as time and silent thoughts 
drained the light from me.

花の色が静かに色褪せていったように、私の中の輝き(光)も、時と物
思いの中に少しずつ消えていった。

解説 ①花の色 = 自分の美しさ・若さだと考えた ・「blossom’s 
color faded away」= 花の色があせる＋自分の美しさも失われていく 
・「blossoms」= 美の象徴。和歌において花=女性自身をさすことのあ
る ②「ながめ（長雨）」=憂い・時間の経過・物思い ・「silent 
thoughts」= 物思いにふける状態（静かで孤独な時間） ・「time and 
silent thoughts drained the light from me」= 時間や心の中の思
いが、自分の輝きを失わせていった→内面的な変化、老い、寂しさを
表す ポイント 英語にしても花＝女性という比喩を維持しているとこ
ろと直接的な言葉を使わずに英訳したこと。

言葉に含まれている感情を直接的な表現で表してしまって和歌として
の良さを消してしまわないようにすること。

5
花は雨によって色褪せてしまうし、私の好奇心や想いも時間の経過に
よって薄れてしまう。眺めて待ってているだけでいいのだろうか。

These blossoms lose their color in the rain 
The curiosity and beauty I have right now 
Over time,I lose it 
Time and rain continue pass 
Is this the way it should be?

桜は雨によって色褪せる。今の私は好奇心や美貌を持っている。時間
の経過で私はそれを失うでしょう。時間と雨は過ぎ続ける。私はこの
ままでいいのだろうか。

時間の経過とともに何かが失われていくことを表現した。またながめ
せしまにを雨と時間 が過ぎていくと表現した。最後には小野小町本人
の生涯を踏まえて自分の心配を英訳にいれました。自分は短歌のリズ
ム5,7,5,7,7を意識したくて5行で表現した。

5行でこの詩の背景や意図、気持ちを表現するのが難しかった。英訳で
説明が多すぎても面白くないし、なさすぎても理解ができない。どの
情報を伝えれば読み手に不自由なく、想像をしてもらうことができる
のか考えたこと。自分の知識の範囲内で英訳するとなると、英語で使
えそうな表現が少なかった。ネイティブだったらもっと良い表現が
あったと思う。

6

作者はある男性のことを恋い慕っていたが、恋のことや世の中のこと
に思い悩んでいるうちに、長い月日が経っていき、自分の容姿がだん
だんと衰えていく様子がまるで花が色褪せるようであることを詠い、
月日が経つにつれて失われていくことの儚さを表しているように感じ
た。

my beauty
my talent
my loves
all of them left from me
as the cherry blossoms fall
while I worry about world

私の美しさ、私の才能、私の恋人はみんな桜が散るのとともに私のも
とから離れてしまった。私が世間を憂いている間に

最初の三段でmy〜/とすることで日本の詞のように表現して親しみやす
くした。難しい日本語を簡単な英語で表すことで英語が少し苦手でも
読めるようにした。

日本語に直した時に、元の句の現代語訳をそのまま表現したようにな
らないように英語訳にすること。下の句の「我が身世にふるながめせ
しまに」を英語訳すること

7

まず、桜の花の美しさと小野小町の若かりし頃の美貌が対比され、自
分の容姿の衰えを嘆いている歌であると解釈することができる。それ
に加えて私は、すぐに散ってしまう桜の脆さと世の様々なことに思い
悩み、気持ちが沈んでしまうひとりの女性の弱さも対比されていると
思う。

As blossoms fade in rain’s long sigh, 
Just like myself, what is your problem? 
And my youth is gone, while lost in why.

花は長雨に打たれ散り、 まるで私のようで、あなたにはどんな悩みが
あるのですか？ 私の若さは、恋や世間に思い悩むうちに失われてい
た。

桜の儚さと人間の心の脆さの対比を、散りゆく花はまるで私のようで
あるという比喩の表現で表した。また、whyを用いて、なぜ？と思い悩
む様子を表現した。そして、あなたにも悩みがあるのですか？と散っ
ていく花に問いかけるようにすることで、花と人間の対比を表した。

和歌のリズム感を英語で表現するのが難しかった。自分で解釈したも
のを英訳しようとすると、どうしても長い英文になってしまい、和歌
の良さをなかなか出せなかった。また、沢山ある英語の表現から、
しっくりくるものを作ることが難しかった。

8

桜の美しさが時間とともに色あせてしまった。花が散ってしまうのは
自然の流れだけれど、その花の色が変わってしまうのを見て、自分の
人生や若さもいつか終わってしまうように時間が進んでいると感じ
た。「花の色は変わってしまった」と「自分自身も年を取ってしまっ
た（過去の美貌が失われるくらい）」の2つが対比の関係となっている
と思う。

The colors of the cherry blossoms faded away in vain, 
while the long spring rains were falling. 
Just as my good looks faded, 
while I was brooding over love and worldly cares.

春の長雨が降る中、桜の花はむなしく色あせていった。私の美貌が色
あせていくように、愛と世俗の煩悩にうつつを抜かしている間に。

外国では「花＝桜」にはならないと思ったので直接表現した。また、
「fade away」で徐々に消えていくという意味でより物悲しいニュアン
スを入れた。

「ちょうど私の美貌が衰えたように、恋や世間のもろもろのことに思
い悩んでいるうちに。」のところが日本語で倒置になっているのでそ
こを英語で訳すのが難しかった。また、「桜」や「世にふる」、「な
がめせしまに」の掛詞で２つの意味を表現する方法が思いつかず、１
つだけの意味でしか読み取れない形になってしまったこと。

9

自然の移り変わり×人の生死 解釈 「美しいもの、楽しいことは一瞬
で過ぎていくからこそ大切にしよう」という少しポジティブにとらえ
るか、「美しいものでも、一瞬で消えてしまう、儚いもの。」という
少しネガティブ、両方が混ざっていると思う。長い雨の話などもでて
きているため、自分はネガティブで捉えた。

The color of the cherry blossoms fades away, just like my own 
appearance.
Time passes by, and I find myself lost in thought, watching 
the falling petals.
While the long spring rains.

花の色は、私の姿と同じように、次第に薄れていく。時が経ち、私は
散りゆく花びらを眺めながら、物思いに耽る。長い春の雨の中。

（fade away＝消え去る） （find myself lost in thought＝気がつ
くと深く考え事に取り憑かれている）小野小町と花を重ねて書いてい
ると考えた。（百人一首では花は主に桜のことを指す。百人一首で
は、花は女性の容姿の美しさもあらわす。）全盛期が終わったあとの
小野小町はすっかり容姿が変わってしまった。その変わってしまった
小野小町と、今はきれいに咲いている桜（もう少ししたら散ってい
く。）をみて、自分の過去を思いだしているのではないか、と考え
た。そして最後に「春の長い雨の中。」をおくことで「長い雨」とい
うあまりプラスではないイメージをもたせることができるのではない
か、と考えた。（自分が選んだ百人一首を参考に。）

だんだん移り変わってしまった、変わりたくて変わったわけではな
く、自然なことだ。というのをあらわすのも難しかったし、桜×小野
小町などが出てきたときに、何を主語にするか、誰目線で書くかな
ど、しっかり百人一首を読み込んで、小野小町は今どういう状況なの
か、プラスなのかマイナスなのかを判断するのがとても苦労した。

10

① 「花」は自分の美しさの象徴 「花の色」＝美しさ、若さのたと
え。 小町は絶世の美女として知られていたが、それもやがて色あせ
る。 ② 「いたづらに」は人生のむなしさを示す 美しさが失われたこ
とが、何の意味もなく感じられる。 　→「なぜ私はこうしてぼんやり
過ごしてしまったのか」という後悔や虚しさが込められている。 ③ 
「ながめ」は掛詞 「眺め（物思い）」と「長雨（ながめ）」の二重の
意味。 雨が降り続けるように、自分の心も晴れずに悩み続けていたと
いう心情を表している。 この歌のテーマは、「無常観（ものごとはい
つか必ず変わる）」と「人生の儚さ」。 特に、女性としての美しさが
衰えることを、自然現象と重ねてしみじみと表現しているのが特徴。 　
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11

「花の色は移りにけりな」は、花が色褪せるくらいの時間がたったと
いう時の流れを表していて、訳を見ると、桜の花の色が〜と書かれて
いたので、季節は春で花は桜と解釈した。桜は儚さや美しさ、春は自
然に対する美意識や季節の移ろいを表すので、春に満開になる桜はと
てもきれいだけど、散るまでの期間が短くその美しさはすぐにいなく
なってしまうような儚いイメージを私は持った。　「いたずらにわが
身世にふるながめせしまに」は、作者目線の話だと感じた。「わが身
世にふる」の訳は「私の容姿はむなしく衰えた」だったので、作者は
自分の容姿の衰えを感じたことから、虚しく思えているのだと考え
た。「ながめせしまに」には「物思いにふけっているうちに」という
風に時の流れが書かれていた。物思いにふけるとは、ある出来事につ
いて深く考え、思いを巡らすという意味なので、深く深く考えごとを
していたから、自分が思っていた以上の時間が過ぎていたのだろうと
解釈した。　全体的にまとめると、前半では花の色が褪せてしまった
という時の流れを感じさせる和歌になっていて、後半では自分の容姿
の衰えに虚しさを感じていた。共通点として、どちらも美しい状態か
ら後退している様子を表していると考えた。花は、美しく儚い状態か
ら、きれいな色も褪せてしまった。作者は、絶世の美女として知られ
る美しい女性だったが、その容姿に衰えを感じている。もしくは老い
を感じているのではと解釈した。なので、「時の流れ」と「美しさが
後退している姿」が前半と後半で照応していると感じた。

time has passed and flower’s color and beauty and fragrance 
of the flowers have faded
my appearenc is decline while I think deeply and comtemplate 
about 
so I am worrying about and I feel empty

時は流れ、花の色も美しさも香りも色あせてしまった。　深く考え、
思い悩んでいるうちに、私の姿はどんどん衰えていく。　だから私は
心配で、空虚な気持ちになる。

私はこの和歌を読んで、全体的に時の流れを感じました。なので、
「時の流れ」を感じさせる言葉を入れたかったので、一番最初に
「time has passed」を入れました。本文では「花の色」と書かれてい
ますが、訳を読んだり、自分なりに解釈していると、花の色だけでな
く美しさや香りも色褪せてしまった、なくなってしまったという風に
読み取れたので、花の儚さをより表現するためにも、英訳には色だけ
でなく美しさと香りについても書きました。1段目には花、2段目には
作者（小野小町）について書きました。ここで、「考えているうちに
私の姿は衰えていく」という時の流れについて触れました。考えてい
るうちにあっという間に時間がたってしまったという解釈で、小野小
町は世界三大美女に入るくらいとても美しい女性なので、その美しさ
からどんどん離れていっていることについて2段目で書きました。花も
小野小町も美しい状態から落ちてしまっているという共通点があるの
で、1段目と2段目でそれぞれのことを書いて、対比するような書き方
をしました。本文には、深く考えるというような表現はないのです
が、とても深く考えていたから、あっという間に時がすぎるのだろう
と思い、「while I think deeply」を入れました。最後は、季節が変
わることや自分の容姿の変化から感じる時の流れの速さに、焦りや不
安を感じているのかなと考えたので、「so I am worrying about」に
しました。そして、最後は全体的にこの和歌はマイナスな気持ちに捉
えられたので、「I feel empty」という風に「虚しい」という表現を
して、英訳を締めました。

本当は、思い悩むの内容には恋の悩みも含まれていることについても
書きたかったのですが、英訳がとても長くなってしまうと思ったの
と、上手く前後の英文とつなげることが出来ないと思ったので、恋の
悩みについては触れずに、英訳を書きました。そもそも英語がよくわ
からないというのに加えて、和歌で使われる物思いにふける等の単語
をどうするかが特に悩みました。まず日本語で簡単に出来る表現は簡
単にして、類語を探したりして、本文と同じようなニュアンスになる
言葉を選びました。他にも、本文では直接言われていない表現も英訳
の時に使っているので見本の冊子にあったように、少しリスペクトが
足りない英訳になってしまったと思うので、難しいなと感じました。

12
儚さ、あっけなさを表現しており、周りの親しい人、かつて恋愛関係
にあった人に対して嘆いているメッセージのように感じる。

The beautiful cherry blossoms sadly faded,
While the long spring rains kept falling.
Just like me—
Lost in thoughts of love and the world,
I withered away.

美しい桜は悲しくも色褪せてしまった、 長い春の雨が降っている間
に。 それは私のよう— 恋や世の中のことに思いを巡らせているうち
に、 私はしおれてしまった。

sadly:悲しくも、残念ながら faded:色あせた、（静かに）散った・消
えていった この２つの単語を組み合わせることで桜がむなしく色あせ
たことを表現 kept falling:降り続いていた Just like me:まるで私
のように —(ダッシュ):間、余韻を生む Just like me—で桜と自分を重
ねた比喩的表現かつ―（ダッシュ）で感情の溜めを作った Lost in:〜
に没頭して、〜に迷い込んで I withered away:しおれていった、枯れ
ていった 「wither」は植物の枯れる様子に使われるがここでは比喩的
に使用

ストレートに伝える英語と一つの言葉に複数の意味があったり、少し
回りくどい言い方をする日本語のギャップが大きく、使う単語一つで
短歌の伝えたいこととそれてしまったりするため、オリジナルの良さ
を最大限に引き出すには、どの単語がマッチしているのかなど考える
のが難しかった。

13

現代語訳は｢花の色は長雨のせいで衰えてしまった、私の美しさもぼん
やりと物思いにふけっているうちに色褪せてしまった｣で、これは花が
色褪せていように自分の若さや美しさも時間とともに衰えていくとい
う比喩を用いて詠んだもので、時が経つことで衰えていくものの虚し
さや、自分の美しさが失われてしまったことの喪失感があると考え
る。

It is so vain and sad.
my beauty faded
in my pensive state,
like fading the colors of flowers
in the ensuing rain.

とても虚しく悲しいことに、花が長く続く雨で色褪せることのよう
に、物思いにふけっているうちに私の美しさは衰えてしまった。

花の色と美しさが比喩で関わっているところをわかりやすいように訳
をした。

単純な直訳ではできず、和歌を詠んだ小野小町の感情を想像して含め
たりする必要があったのが難しかった。

14
色褪せた花と自身の老いによる衰えた美しさが重なり老いを嘆き憂い
ている。

I am grieving and sad 
that my beauty has faded 
as a flower has faded.

花が色褪せたように私の美しさが衰えてしまったことを嘆き悲しんで
います。

単調な文章にするだけではなく、読むときのリズム感が心地よいリズ
ムになるように、たくさんある単語の中からリズム感が良いものを選
んだ。

時間経過による小野小町の悲しみを英語で表現することが難しかっ
た。

15
桜の花の色があせる様子に自身の美しさの衰えを重ねていることか
ら、人の美しさや命には限りがあるということを詠んでいる。

The colour of the blossoms has faded during the long rain.
Similarly, human beauty and life are limited for us too.

桜の花の色は長雨が降る間にいたずらに色褪せてしまった。 私たちも
同じように、人間の美しさや命には限りがあるのだ。

自分はこの詩は、雨が降る中で桜の花が色褪せていくのを眺めている
うちに、ふと、自分もさくらのように色褪せてきたなと嘆いているの
だと捉えた。また、それを悲観的に捉えて言うのではなく、「人間も
同じだな」と悟るように深い部分まで作者は考えていたのだと思っ
た。

難しかった点は、作品内では筆者が桜と自分（人間や命）を結びつけ
ているが、それを表現するのが難しく、similaryを使って、桜との関
係を表現した。また、筆者の感情や思想を自分なりに捉え、英語に変
換できるような言葉で表すのも、英解釈ならではの作業で難しかっ
た。
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・ふる＝時間が立つ、雨が降る・ 長雨＝長く続く物思い・ここで言う
春の長雨＝終わりも見えないもの、この歌は、世の中や恋というもの
は重く、終わりなく悩み続けてしまうものであり、そのうちに自身が
老いていく儚さを歌ったものだと思う。

The long spring rain has been falling.
In that time, the flowers' colors have faded. 
I have been worrying about fleeting world, about love. 
In that time, I have withered away. 
Time has been passing.

春の長雨が降り続いている。 その間に花の色はすっかりあせた。 私
は儚い世の中や恋について思い続けている。 その間に私はすっかり衰
えてた。 それはどちらも終わりは見えない。 時間は経つばかりだ。

・SVO構文を再現する ・時制の明示 ・因果関係の前置詞の明示 ・時
制 ・時間と空間の前置詞 ・因果関係の前置詞　これらの6つのポイン
トに和歌らしいリズム感と作者が和歌に込めた思いを意識して英訳し
た。この和歌には儚さのような感情を汲み取れたのでそこが英訳のポ
イントだと思った。自分なりのアレンジで「In that time」を反復す
ることでリズムを生み出した。

儚さをどのように表現するかが難しかった。また、和歌の原文を英訳
できる形に直すことが難しかった。

17
桜の花が色褪せる様子と自分が老けていく様子を重ね合わせて詠んで
いる。 桜の花は季節が過ぎるとすぐに汚くなってしまうのであっとい
う間に過ぎてしまった時間を表現しているのかなと思った。

In the endless rain, I lost in thought. 
The time of blooming flowers passed. 
My beauty passed too in vain days.

降り続く雨の中、私は物思いにふけった。花咲く季節は過ぎ去った。
私の美しさもむなしい日々に過ぎ去った。

花の色と自分の美しさが同じように過ぎ去ったことを表すために、
"passed"という同じ動詞を使ったり、"too"という語を入れた。

「雨」とか「むなしい」という語で英語で小野小町の感情を間接的に
表現することができているのかという点が難しかった。

18
ずっと降り続く雨で、桜の色が虚しく色褪せてしまったのを見て、昔
は若く美しかったのに、物思いにふけっている間に年老いてしまった
自分に似ているなあと感じている場面。

Cherry blossoms of youth pale with the seasons, 
under a long , unending rain, 
while I linger in thought. 
I, too, was beautiful once.

若さの桜は、季節とともに色褪せ、 長く、終わりのない雨の中で、 
私は物思いにふける。 かつて美しかった私も。

youth:若さ pale:青白い、薄い　詩的な文脈では「儚い」「色褪せ
る」と言った意味で使われることが多い 　unending:終わりのない、
果てしない 　linger:長くとどまる、なかなか離れない　・I, too, 
was beautiful once.の表現はカンマをおいて「私も」を強調させた 
間を作ることでより感情的な表現になると思った ・lingerという表現
を使うことでただ考え事をしているという意味だけでなく、その思い
が長く続いて、なかなか離れられないというニュアンスが伝わるよう
にした。・underとunendingという似たような単語を並べることで、
詩っぽく、リズムが良くなるようにした。 ・最後に「かつて美しかっ
た私も」という表現を入れ、英訳でも倒置法を使った。 ・「桜」が色
褪せることよりも、「私」のかつての美しさ、若さが色褪せるという
ことのほうが主体だと思ったので、「私」メインで英訳を作った。 ・
「若さ」と「桜」を同時に表現したかったので、「若さの桜」と表現
した。

「花」は桜という意味と、女性の若さという意味の２つの意味を掛け
ているところをどう表現していくかというところ 。「ふる」は降ると
経る、「ながめ」は物思いと長雨といった２つの意味を掛け合わせて
いる部分をどう表現するか ・ただの平坦な直訳にならないようにする
ための工夫を考えることが難しかった ・倒置法を英訳でどう表現する
か ・日本語だと「物思いにふける」など言葉から感情が伝わるが、英
語では伝わらないので、工夫する必要があったところ。

19

小野小町は絶世の美女で、しみじみと心に染みる様子で力がない。 例
えるならば「病んでいる」状態に近いとわかる。小野小町は不倫とい
う「禁断の恋」に溺れているだけであって、不倫は許されない行為だ
という自覚があったと予測できる。

I realize now that as I indulge in my forbidden love, the 
color of the flowers is fading just like my own appearance.

禁断の愛に溺れているうちに、花の色も自分の姿と同じように色あせ
てきていることに今さらながら気づいた。

「禁断の愛」とふと我に返る感覚を表したくて、「今更ながら気づい
た」appearanceを取り入れることによって禁断の愛の愚かさを表し
た。

自分を客観視できていなかったことに気がついたという悲しさを表現
するのが難しかった

20
桜の花にとってよくないのが長雨が降ることで人間にとってよくない
のがさまざまなことを悩み続けてしまうこと。これらが続いてしまう
と両方とも美しいところがなくなってしまう。

Cherry blossoms are so bad that rain keeps falling.Humans are 
so bad to keep worrying about various things. If they 
continue,they won't have beautiful things.

桜は雨が降り続けるほど悪い。人間はいろいろと心配しすぎるほど悪
い。このままでは美しいものは何も残らない。

人間は桜と同様に雨みたいな暗いイメージを持つことを長期続けてし
まうと美しさが消えてしまい、人間のいいところがなくなってしまう
ということ。

人間と桜の花をどのように比較して文章に表すのかが難しかった。

21

桜の花の色が、虚しくいろあせてしまうのと同じように、私（小野小
町）も悩み事などをしている間に、すっかりと年をとってしまったと
いう、桜の花の色があせていく様子に、自分の年を取った様子を重ね
合わせた和歌だと解釈した。

As time goes by, 
Cherry blossoms lose their hue, 
I too grow older, 
while a long rain falls, 
I ponder various things.

長い時間が経つと、桜の花の色は失われ、私も年を取っていく。長い
雨が降ったり、様々なことを思い悩んでいる間に。

和歌の解釈として、桜が色褪せていく様子と、私（小野小町）が年を
取っていく様子を重ね合わせているという解釈をしたので、「桜が色
褪せていく」と「年を取っていく」、「長い雨」と「様々なことを思
い悩む」のように、桜と人をうまく重ね合わせた様子が分かるような
構成にした。また、和歌の五七五七七というリズムを意識しながら、
英訳を作成した。

今回の和歌には、掛詞が含まれていたので、その掛詞を細かく英訳し
てしまうと、一文が長くなってしまって、和歌の雰囲気がなくなって
しまうように感じたので、掛詞を和歌のように短い一文の中で、どの
ように英訳で表現していくかを考えることが難しかった。
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生徒 私の解釈 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点

22

生涯を独身で過ごした小野小町には、添い遂げる人のいない寂しさが
あったように感じられる。昔は以前の桜のように華やかであった小町
も、ちょうど色あせた桜のように老け込んでしまった。花弁が色あせ
た桜はあとは散っていくだけである。色褪せこのまま寂しく散るだけ
の桜と同じように、私も独身のまま寂しく死んでしまうだけなのか
と、あせた桜の末路がふと自分の状況と重なってしまったのかもしれ
ない。虚しいものと自分を重ねてしまうのは、日頃から自分の状況を
憂いでいたためだと考える。自分がいる状況が虚しく寂しいものと考
えていたからこそ、虚しくなってしまった桜と自分を重ねてしまった
のである。また、小町は桜に自分を重ねたというよりも、自分に桜を
重ねているように感じられる。桜に対し、この桜は自分のように虚し
いと重ねているのではなく、自分に対して、自分はまるでこの虚しい
桜のようだというニュアンスで歌っている。「桜が自分のように虚し
い」というよりか、「自分がこの桜のように虚しい」といったよう
に、桜よりも自分に虚しさをフォーカスしてるように感じられるた
め、桜が虚しく色褪せた悲しみよりも、虚しい桜のような自分に嘆い
ている歌だと考えた。

My former beauty seems to have already faded.
Like the flower which was empty, 
and faded. 
While it has been raining, 
and I have been agonizing over those.

私の美貌はすでに失われてしまっていたようだ。まるでこの褪せて虚
しくなった桜のように。雨が振り続けた間に、いろんなことに思い悩
んでいる間に。

小町のこの歌は、「色褪せた桜」よりも「自分の失われた美貌」の虚
しさに憂いでいる歌だと解釈したので、「色褪せた桜」のまえに「自
分の美貌」についての嘆きを一番はじめに置き、色褪せた桜よりも印
象づけられるようにしました。また、「長い雨が降っている間に」と
いう部分と「思い悩んでいる間に」という部分を現在完了進行形で揃
えることで、小町が今まさに、同時に桜と美貌について並行して悩ん
でいるのだ、という時間感を感じられるようにしました。

小町が歌に残したものを汲み取り英文にする際、小町の歌を解釈する
のも大変でしたが、その解釈を英語にするのが難しかったです。言語
が違うので文法を考えながらニュアンスを揃えるのが大変でした。

23
時の流れの無情さを歌った歌　桜の色が長雨によって色褪せてしまう
様子と物思いふけっている間に年老いてしまった自分の容姿に重ね合
わせている。

The cherry blossom has faded in the long rain. 
They faded while I was pensive, 
just like me.

桜は長雨で色あせてしまった。物思いにふけっているうちに色が褪せ
てしまった私のようだ。

私自身が考える和歌の良さであるリズムの心地よさと婉曲の奥深さを
損なわないように意識しました。動詞をfadedで揃えることで統一感を
演出しました。また ,just like me と区切って繋げることで「まるで
私みたいね、、」とでもいいそうな浮かない表情で外を眺める小野小
町を演出しました。

難しかったのは「含み」をもたせることです。解説とポイントでも書
いたように婉曲が和歌のおもしろさの一つだと思っているので「語り
すぎない」英訳を意識しました。読み手が比較的自由に解釈できるよ
うに和歌に隠された小野小町の物悲しい気持ちや、時の無情さへの嘆
きは直接的には書かずに小野小町がこの和歌を詠んだ風景だけがなん
となく見えてくる程度の英訳にしたつもりです。

24

「花」は桜を意味し、長雨が降っている間に桜は色褪せていくよう
に、自分の身も思い悩むうちにすっかり衰えてしまったことを嘆いて
いる。また、自分の色褪せた花に自分の姿を重ねていることから、過
去への未練を歌っている。絶世の美女と言われた小野小町がそれまで
経験してきた恋愛へ嘆き、自分の衰えを感じている。生涯独身であっ
たとされていることから自由な恋愛を選んで生きてきたが、独り身ゆ
えの孤独感を感じている。

As the cherry blossoms pale during the long rain, 
and as I ponder on my beauty.

長雨の間、桜は淡く染まり、そして私の美しさも思い悩むように。

・「pale」：薄い、淡い　　・「ponder」：考え込む　 ・「my 
beauty」：美貌 花を桜に限定し、色が薄れていく様子を視覚で感じて
いる状況を表現した。「as」を使って比喩表現を意識し、実際に「桜
が現在進行で色褪せていっている様子を表現した。また、
「ponder」：考え込むで世間や恋のことを思い悩んでいる様子を表現
している。「長雨の間、桜は淡く染まり」の後に、付け加える形で
「私の美しさも」といれることで、最後をあえて「思い悩むように」
と続きがあるような終わらせ方をして、「思い悩むうちに自分の身も
色褪せていく」という意味を読者に想像させて日本の和歌らしさを表
現した。

はじめの「色褪せる」を「fade」にも色が薄れるという意味があるた
め、これを使って表現しようか迷ったが、後の表現でも衰える様子を
表現したかったのと、視覚的に色褪せていく様子を表現したくて
「pale」を使用した。本当は「すっかりと」という英訳をつけようと
したが、自分の思うような英訳がなく、文章全体が長くなってしまう
とただ英訳しただけの趣のない文章になってしまうと思いやめた。
「長雨のために桜の花の色があせてしまった」という意味と、「ぼん
やりとしているうちに自分の美貌も衰えてしまった」という２つの意
味を重ねて表現するのが難しく、この和歌の特徴である掛詞も訳すこ
とができなかった。
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天気が悪いとそれに影響されてふと自分の人生や様々なことについて
考えてしまうようななんとも言えないネガティブな思考に陥ってしま
うということを表しているように感じました。ずっと降り続いている
長雨を見ているうちに自分のことだけに留まらず、周りの景色なども
自分の目には悪く写ってしまうその一瞬を詠んでいるんじゃないかな
と思います。また、きっとこの一瞬の後も雨は続き衰えは止まらな
い、つまり思い悩んでいたとしても時の流れは止まってはくれないと
いうことも暗示しているのではないかとも感じました。

It is raining calmly. 
It made me crazy like these blossoms 
while I was stuck in a swamp of thoughts 
It is raining endlessly.

雨が淡々と降っている。私が思考の沼に陥っている間にその雨は私を
あの花のように狂わせる。果てしない雨が降っている。

長雨を見ているうちに花の色が色褪せていることに自身の美貌の衰え
を感じたという小野小町の気持ちを、長雨が花や小野小町を狂わせる
という表現にすることにより、長雨に影響された小野小町の心情を表
現しました。また、思い悩んでいるということを「思考の沼から抜け
出せない」という比喩を用いて、なかなか気持ちが切り替えられずに
いる小野小町を表現にしました。最後に最初と最後の雨の表現の違い
ですが、これは最初はこの一首を詠む前から降り続いていたであろう
雨を表現し、最後に果てしないという表現にすることで衰えは止まら
ない、つまり時の流れは思い悩んでいても止まってはくれないという
ことを表現しました。

長雨をどのように表現するかということやこの一首で詠まれているこ
とにプラスして暗示されているであろうことを如何に直接的に表現せ
ずに、読み手に印象付けるような間接的に英語を用いてどう表現する
か、どんな単語を用いるのが適切か考えることに苦労しました。

26
長雨のせいで花はあっという間に散り、色あせてしまったことと、私
自身の姿もぼんやりと物事を思い悩んでいるうちにすっかり衰えてし
まったことを重ねて表現した歌

My beauty faded away,while I was thinking about so many 
things. 
Just like this flower that has completely faded due to the 
long rain.

私自身の姿も衰えてしまった、さまざまなことを思い悩んでいるうち
に。 まるで長雨のせいですっかり色あせてしまったこの花のように。

｢衰えた｣という意味の英単語が｢deteriorated｣(劣化した)｢faded｣(色
あせた)｢weakened｣(衰えた)の3つで悩んで、この歌は、花が散ってい
く様子を自分の栄枯盛衰と重ね思い嘆く歌とされているため、｢
weakened｣の意味からは花が散る様子や色あせる様子は読み取れないと
感じたため、｢deteriorated｣｢faded｣の2つに絞った 。プリント上の例
の訳し方では、｢花は色あせ、私の美しさも色あせてしまった。さまざ
まなことを思い悩んでいるうちに｣という構成で英訳をしているが、私
は｢私自身の姿も衰えてしまった、さまざまなことを思い悩んでいるう
ちに。まるで長雨のせいですっかり色あせてしまったこの花のように｣
と最後に｢まるでこの花のように｣という文を持ってくることで、 自分
自身の姿を表す文を修飾する形にした。

この歌は、花が散っていく様子を自分の栄枯盛衰と重ね思い嘆く歌と
されているため、自分自身の姿が衰えたという意味を持つと同時に、
花が色あせるという意味を持つ単語を使い英訳したかったため、両方
の意味を捉えられる単語を探すのが難しかった。

27

私はこの歌を、小野小町の美貌への執着というより、「私にも綺麗
だった時期があるけど、みんないつかなくなっちゃうのよ。避けられ
ない運命よね。」と、昔のことを思い出しながら、現状をわびしく思
う、哀しさを表したものだと思いました。理由はこの歌では、桜と小
野小町の美しさを重ねていると思ったからです。桜は一週間ほどで枯
れてしまいます。ですが、私は桜にまだ咲いていたかったというよ
り、自分が散ってしまう避けられない運命を静かに受け入れているよ
うなイメージを持っています。それは桜は散ってしまうのがあまりに
早いからです。その桜に美しさを重ねた小野小町も、自分の衰えてし
まった美貌を何とかしようとするのではなく、衰えてしまうのを受け
入れながらも、美しかった昔に思いを馳せていると解釈しました。

The season of cherry blossoms has reached its ending, and 
The she can no longer escape the fading of their beauty.

桜の季節は終わりを迎え、美しさの衰えからはもはや避けることがで
きないのです。

the she という神話や詩の中で用いられる表現を使って、主語を「女
性そのもの」「美しさの象徴」とし、私も桜も、と受け取れるように
しました。曖昧な表現を使い、読み手によって解釈が変わる元の歌の
ようになるよう心がけました。そして、escapeを使うことによって美
の衰えから避けられないということを強く表現しました。

元の歌のように言葉の意味やリズムで面白さを表現するために、表現
を見つけようとしたことがとても難しかったです。

28
桜が輝ける時間は長雨が降っている間、そんな一瞬で終わってしまっ
た。私の輝ける時間もまた、悩みに気を取られていたすきに終わって
しまった。

The cherry blossoms only shimmer for a moment 
It ended in vain while the long rain was falling.
My time to only shimmer for a moment too
It ended while I was distracted by my worries.

桜の輝ける時間は一瞬／ 長雨が降っている間に虚しく終わってしまっ
た／ 私の輝ける時間も一瞬／ 悩みに気を取られたすきに終わってし
まった

色褪せるを「輝ける時間」という表現に変え、輝くをshineではなく
shimmerにすることでshineの安定した輝きではなく、shimmerの揺らい
でいる不安定な輝きのほうがより消えてしまう美しさや儚さを表現で
きると思ったためこの表現にした。

｢長雨が降っている間に色あせてしまった｣の英訳で、本文のいたずら
にをどのように表現しようか迷ったが、虚しくという表現にすること
で無常観を表現出来たと思う。

29
若い頃は美貌がありそれをよくされてきたが、老いや時代の流れには
逆らうことができず、そのことを小野小町は嘆いた。「花の色」は自
身の容貌を指しているだろう。

While I've been thinking about the world and love, the color 
of the flowers has faded. 
However they were as beautiful as I am.

世間と恋について考えている間に、花の色は褪せてしまった。しか
し、花の色は私と同じくらい美しかった。

この英訳では、「世間と恋について考えている間に花の色があせてし
まった」とすることで、思い悩む時間の中で美貌が失われる切なさ
や、時間の流れには逆らえないことを表現しました。また、最後の一
文「However they were as beautiful as I am.」により、自分のか
つての美しさへの誇りや哀しみも感じられるようにしました。

作者がこの一首を詠んだ意図を英訳で表現できるように文法などを工
夫したこと。

30

花の色はすっかりあせてしまった。むなしく時を過ごしているうち
に、私の姿もすっかり年をとってしまったなあ。永遠に続くものはな
いのかもしれない。 「花の色＝美しさの象徴」であり、花の色があせ
るのは、美しさや若さが失われることを意味する。「いたずらに＝む
なしく」であり、何も得ることもなく、ただただ時間が過ぎてしまっ
たという後悔の気持ちがにじみでている。「わが身世にふる＝時間の
流れと共に人生が変化する」であり、全てのものは常に移り変わり、
永遠に続くものはないという、儚さを醸し出している。「ながめ＝物
思い、長雨」であり、時間の流れや、気分の沈み、自然の変化を表し
ている。

Like these blossoms fading in endless rain,
my beauty also faded away
while I was pensive. Everything is always changing,
and nothing lasts forever.

果てしない雨の中で消えていくこの花のように、物思いにふけってい
る間に私の美しさも消えていった。すべては常に変化し、永遠に続く
ものなどない。

「花」の英訳として、”blossom” “flower” この2つの単語が挙げ
られる。”blossom”は果樹の花（例：cherry blossoms)を指したり、
一斉に咲くような大規模な花の意味であったり、動詞として「開花す
る」という意味で使われる。一方で、”flower”はより広く、植物の
花全般を指す言葉であったり、庭の花や鉢植えの花など一般的な花を
指す。私はこの和歌の「花の色」は美しさや若さを表し、活き活きと
開花している花を想像することができることから、「開花する」とい
う意味で使われる”blossom”を英訳に使用した。そして、私はこの和
歌は時間を無駄に使ってしまったという後悔よりも、常に移り変わる
世の中を見て永遠に続くものはないのだと気づいてしまった悲しみを
表していると解釈したので、”Everything is always changing, and 
nothing lasts forever”（すべては常に変化し、永遠に続くものなど
ない）という文を最後に入れて強調した。

「いたずらに」の解釈の仕方や、小野小町が伝えたかったのは「美し
さが消えていく悲しみ」なのか「永遠に続くものはないとわかってし
まった悲しみ」なのか、そもそもその２つとも違うのか、主に何を伝
えたいのかを読み解くのが難しいと感じた。また、ピーター・マック
ランさんが英訳②のコメントでは、悲しみのような感情は暗示される
べきであって、直接詠むものではないと評価しており、「悲しさ」を
暗示的に表現するのが難しかった。
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31
桜の花の色は、長雨の間に虚しく色褪せ、（それと同じように、）私
の美貌も、世の中や恋に思い悩んでいるうちに歳を重ね衰えた。

The cherry blossom
Has faded in vain
While the long rain falls,
As my beauty has faded,
While I am lost in thoughts of love and life.

長雨が降る中、桜の花は虚しく色褪せてしまった。恋や人生に思い悩
んでいる間に、私の美しさも衰えていった。

・花の色：桜の花の色のこと。　・うつりにけるな：動詞「うつる」
は花の色のことなので、「色あせる・衰える」という意味。「な」は
感動の助動詞で、「色あせ衰えてしまったなあ」という意味。　・い
たずらに：無駄に、虚しく。　・世にふる：ここでの「世」は「世
代」と「男女の仲」という２重の意味が掛けてある掛詞。「ふる」も
「降る（雨が降る）」と「経る（経過する）」の掛詞。「ふる」は、
「ずっと降り続く雨」と「年をとっていく私」の２重の意味が含まれ
ている。　・ながめせしまに：「物思いにふけっている間に」と「長
雨がしている間に」という２重の意味。「ながめせしまに→我が身世
にふる」：倒置法　[掛詞]・世：世代と男女の仲　・ふる：（雨が）
降る　と　経る（私の年が）　・眺め：物思いと長雨　[英訳部分]・
花の色は→桜の花の色は＝The color of cherry blossoms is　・う
つりにけるな→色あせる＝fade　fadeの意味で、桜の花の色はの色
（The color of)は省略　・いたずらに→無駄に、虚しく。＝vain　・
わが身世にふる→私の美貌も衰えていった＝As my beauty has faded　
・ながめせしまに→（恋や世間に）思い悩む間に＝While I am lost 
in thought of (love and life)　→長雨が降る間に＝while the 
long rain falls　[ポイント]：短歌らしいリズムを残し、なるべく短
くしながら、掛詞の要素を入れられるだけ入れた。また、色褪せて
いった、などの部分はしっかり過去形にしたり、過去完了形にしたり
して原文のニュアンスを取り込んだところ。「思い悩む間に」を
「While I was pondering」にするか迷ったが、思い悩んでいる様をよ
り強調するために「Lost in thought of」を使ったところ。

和歌の中にある3つの、「世」「ふる」「ながめ」の掛詞を英語で表現
して英訳に取り入れるのが一番難しかった。また、日本語の一単語で
も、英語訳に複数の候補があったり、逆もまた然りだったので、翻訳
のときに検索する日本語、候補として上がる英語の両方に気を使いな
がら英訳するのが難しかった。（例：美しさ、美貌＝beauty、good 
looksなど）これらを選りすぐる上で、長くなりすぎたり、リズムなど
が微妙にならないように、どこの部分の英訳を諦めるか、どの部分を
英訳にいれるかの選択も難しかった。また、英語の文法の部分でも、
どの動詞をどんな形にするか（過去形、過去進行形など）が難しかっ
た。「世にふる」の世の世の中、世間、世代などという意味も、一概
にthe worldとしてもよいのか、意訳でより和歌にあった英単語とする
のかとても迷い、解釈や判断が難しかった。最後の、lost in〜の前に
while I am をつけると、最後の文が長くなりすぎてしまうが、日本語
訳が内容と離れてしまうので、どちらを取るかの判断が難しかった。

32
花の色や私の美しさはいなくなってしまった。雨が降っている間に、
私がいろいろなことに思い悩んでいる間に

Playful colors,runaway
From little me,
from the flower before the rain.
While livimg it all

いたずらな色、逃げていった。 幼い私から、 雨が降る前の花から。 
それを生きている間に

Playful（いたずら）という単語を色につけることによって意地悪さを
表現し花と私が感じている悲しさを表現した。また本文中にない私視
点の表現を入れずに英訳した際わかりにくく感じたのでわかりやすく
little me という語句を入れた。beautiful（美しい）などのわかりや
すい単語を選ばなかった理由は幼い頃の私という表現にすることで見
た目だけでなく心も輝いていた頃ということを表すことができると
思ったからである。わが身世にふる　ながのせしまにをWhile living 
it all.（それを生きている間に）tと訳したことによって人生、経験
すべての間で変わっていったということがわかるようにした。またこ
の表現は気がついたときにはもう変わっていたやその瞬間は気が付か
なかったといったようなニュアンスも含んでいるため最初に表現した
悲しさと合わさると変わってしまっていたや気がつけなかったといっ
たマイナスな意味として捉えることができるようになる。

この詩は絶世の美女と言われた小野小町がうたうことで強く意味を持
つ歌になるので小野小町を知らなくても意味が伝わるような訳にする
ということが難しかった。本文のどこを訳すか何を追加するかどのよ
うな表現が良いかなどといった厳選にも時間がかかった。

33
桜の花の色は私の容姿のように美しいが、花は長雨で色褪せるように
私の容姿もまた物思いにふけるうちに、年を重ねて衰える。

The color of the flowers is like my beauty. 
Faded by long rains, 
I grow older, 
lost in thought, 
and gradually decline.

花の色は私の美しさに似ている。長雨で色褪せ、私は物思いにふけて
年を重ねて衰える。

はじめに花の色と小野小町の美しさを似たものとし、和歌の掛詞が持
つ効果を活かせるような構成にし、こまめに区切ることで和歌のよう
なリズムが生まれるようにしました。また、和歌をそのまま訳さずに
自分なりの解釈を加えながら訳すことができました。

①掛詞をどうやって英訳するか　②和歌のようなリズムを英訳にも取
り入れた点

34

桜の花の色が色褪せることを、あとの「わが身世にふる」（小野小町
の美貌が時の流れによって色褪せていくこと）とかけている 。「なが
めせしまに」その美貌から恋多き女性だった小野小町が恋や世の中に
ついて思い悩んでいる内に時が過ぎてしまった 。また、小野小町には
百夜通いという伝説があり、その中では深草少将という男性との恋が
成就する直前に彼を亡くしている。これに対して、思い悩んでいた
（病んでいた）のかもしれない。

My beauty faded 
in a moment 
like fading cherry blossoms.
while I was waiting.

私の美しさは、桜の花のように一瞬にして色褪せてしまった。私が
待っている間に。

思い悩む内にという、最後の言葉が一番意味が込められているように
感じたため、それまではほぼ直訳した。最後はWhile I was watingと
なっているが、これは解釈で取り上げていた百夜通いの話から考えて
いる。百夜通いとは、深草少将が１００日間毎日会いに来てくれた
ら、結婚するという約束を交わしていた小野小町だったが、９９日目
に深草少将が事故でなくなってしまい、約束を果たせなかったという
ものである。この約束を果たしてほしかったという小野小町の思いか
ら、待ち続けていた。という表現にした。

説明口調にならないこと、悲しみの表現を直接的にしないこと

35
桜の花は、雨が降るのを見ているうちに色褪せてしまった。それに自
分の美しさも、年を取るにつれて、失われてしまった。

I watched time pass,
both I and Cherry blossom had lost our beauty 
before i knew.

時間が経つのを眺めていたら、いつのまにか私も桜も美しさを失って
いた。

本文では、雨が「降る」のを眺めることと、「経る」つまり時が立つ
ことの２つを世にふるで示していたので、どちらの要素も一応入れら
れるよう、「時間が経つのを眺める」と表現した。また、それに気づ
いていなかったことを表現するため、「いつのまにか」を使って表し
た。

本文では、「世」や「ながめ」など多くの掛詞があり、それらに対す
る英語での解釈の合わせ方が難しかった。ほかにも、本文特有の無常
観を表現するための言葉選びなども難しかった。

36
この歌は絶世の美女と称された小野小町が自分の美貌が衰えていくさ
まを長い雨で色褪せてしまったもともとは美しい桜に例えたうたであ
り、この世の無常さと自身の悲しみを読んだ歌だと考えた。

while I was lost in thought,
my beauty lose color
like cherry blossom has faded in the endress rain, 
and before I knew it

物思いにふけっているうちに、私の美しさはいつの間にか失われてし
まった。この長い雨に打たれて色褪せてしまった桜のように

長い雨をlongではなくendressにすることでより時間の長さと空虚感を
出した。and before I knew itは直訳すると「私が知る前に」だが
「いつの間にか」という意味にになるので使った。ちょっとでも日本
語で遊んでいる感を出したかったので出だしは母音がAで統一した。

小野小町の悲しみを直接英語にしたくなく、ちょっと忍ばせる感じで
入れたかったがうまく表現できなかった。また思い悩むのところも良
い表現が浮かんでこなく満足にはできなかった。他の小野小町の百人
一首の英訳を見てしまうと参考にはなるがどこか寄ってしまうのも難
しかった。


	1組名なし
	3組名なし
	5組名なし

